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【Scenes of Solution】

官と民とのShared Goals
ーー 日本政策投資銀行「みらい投資への提言」

【調査のわき道】

牡蠣のふるさと、白菜のふるさと
［松島湾 浦戸諸島］
株式会社日本経済研究所 研究主幹   川島 啓

【未来人図鑑】

株式会社みちのりホールディングス
代表取締役社長　松本 順 氏
交通事業会社への経営支援を通じて
地方経済の発展に貢献する

東北の今
̶ 復興から成長への軌跡を辿る

【ネクスト・ジャパン最前線】
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　2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催決定や2015
年10月のスポーツ庁の発足などを背景に、国内各地でスポーツを地方創
生に活かそうとする試みが始まっている。そのような中、2016年3月8日
に早稲田大学スポーツビジネス研究所主催、日本政策投資銀行共催、笹川
スポーツ財団協力、スポーツ庁後援による第２回「スポーツを活かした地方
創生シンポジウム」が大手町フィナンシャルシティ・カンファレンスセンター
で開催され、約300人が参加した。
　冒頭の開講挨拶で地下氏は「スポーツは人を惹き付けて動かし、交流人
口を増やす。新しい国内産業のフロンティアになり得るのではないか。」と
述べた。
　続いて来賓挨拶として鈴木長官が「スポーツがいろいろな分野の方々と
密接に関わりながら価値を高めていくことが重要。スポーツ＋α、スポーツ×
αとスポーツと何か他の分野を組み合わせることで相乗効果、win-winの
関係を築けるのではないか。スポーツはお金を生むものと国が発信してい
くことが大事。」と経済面からもスポーツを盛り上げていきたいと語った。
　基調講演では岡田氏が「FC今治だけ頑張っても今治市が寂れては意味
がない。どんなに小さくてもスタジアムを満席にすることからスポーツビ
ジネスがはじまる。2017年8月には5千人収容のスタジアムが完成するこ
ととなった。また、7年後にはダンススタジオ、トレーニング指導施設、デー
タセンターやホテルを備えた1万5千人収容の複合型スマートスタジアム
を整備する計画である。スポーツが生み出す共感、信用、新しい化学反応
といった目に見えない資本が今後お金を生み出す時代が来ると考えてい
る。スポーツで交流人口を増やし、そこから新たな仕事が自然と生まれ定
着人口に結び付くことが地方創生に繋がるのではないか。」と熱く語った。
　シンポジウム後半のパネルディスカッションでは、最初にコーディネー
ターの間野教授が、FC今治の観戦者は一般住民と比べて高い地域愛着を

有していること、観戦すると地域愛着が高まるという仮説も考えられるこ
とを自身の研究より示した。
　仙台氏は「スポーツ庁の取組みは地方創生・地域振興への新しい社会実
験ではないか。」と述べた上で、地域スポーツコミッションへの活動支援事業
といったスポーツ庁が取り組んでいる地域活性化事業を紹介した。
　中村氏は、ゼビオグループとして、小売業だけではなくスポーツのニーズ
そのものに働きかけをしていきたいと語り、取組み例として、スポーツの舞
台装置としての役割を担うゼビオアリーナ仙台や、同社グループのチームで
ある東北フリーブレイズが所属しているアイスホッケーのアジアリーグを
通した世界への拡がりについて説明した。
　ゼッターランド氏は、自身で開催しているバレーボール教室やエキシビ
ジョンマッチ出場といった元アスリートならではの地域の人々との交流に
ついて述べたほか、米国ではカレッジスポーツが、オフシーズンのスクー
ル開催により自力で活動資金を集めつつ、町のシンボル、地域の拠点とし
て機能していると語った。
　澁谷氏は、NAHAマラソンにおいて地域住民が自発的に食べ物や飲み
物をランナーに提供している「私設エイド」の取組みなどを挙げ、スポーツ
イベントが地域の人々が自ら動くお祭りにもなっていると語った。
　清水氏は、「まちの活性化の求心力の一つとしてスポーツ施設があり得
るのではないか。その文脈でスポーツ施設は地域のエリアマネジメントと
調和した多機能複合型施設「スマート・ベニュー」の発想が有効ではない
か。」と提言し、また、「スポーツ産業は様々な産業とコラボレーションできる
のではないか。」とも述べた。
　最後に間野教授が「産官学民が力を合わせスポーツによる地域活性化
に取り組もう。」と結び、盛況のうちに終了した。

15：00	 開講挨拶　　地下	誠二	（（株）日本政策投資銀行	常務執行役員）
	 来賓ご挨拶　鈴木	大地	氏	（スポーツ庁長官）
	 基調講演『スポーツチームと地方創生～FC今治がもたらした変化』　　　　　　　　
	 岡田	武史	氏	（FC今治オーナー／サッカー日本代表元監督）
16：00	 パネルディスカッション「スポーツを活かした地方創生」
	 コーディネーター
	 	 間野	義之	氏
	 	 （早稲田大学スポーツビジネス研究所(RISB）所長／同大学スポーツ科学学術院教授）
	 パネリスト
	 	 岡田	武史	氏	（同上）
	 	 仙台	光仁	氏	（スポーツ庁参事官（地域振興担当））　
	 	 中村	考昭	氏（ゼビオホールディングス（株）	副社長執行役員）
	 	 ヨーコ	ゼッターランド	氏
	 	 （東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会理事／嘉悦大学准教授）
	 	 澁谷	茂樹	氏	（（公財）笹川スポーツ財団スポーツ政策研究所	主任研究員）
	 	 清水	博	（（株）日本政策投資銀行	地域企画部長）
	 クロージングリマーク　	間野	義之	氏	（同上）
17：00	 閉会

写真左奥より
間野	義之氏　岡田	武史氏	　仙台	光仁氏	　中村	考昭氏
ヨーコ	ゼッターランド氏　澁谷	茂樹氏　清水	博

プログラム

「スポーツを活かした地方創生」シンポジウム開催

スポーツ庁長官

鈴木 大地 氏

FC今治オーナー
サッカー日本代表元監督

岡田 武史 氏

早稲田大学スポーツビジネス研究所
（RISB）所長
同大学スポーツ科学学術院教授

間野 義之 氏

日本政策投資銀行	常務執行役員

地下 誠二
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東北の今 — 復興から成長への軌跡を辿る

　東日本大震災から5年。被災地ごとに復興の状況は異なり、今後に向けて課題も多く残されている。しかし、

そうした中にあっても被災地では、力強い復興の証しや今後の東北の成長を予感させる兆しも見られるように

なった。今後の道のりはまだ長いが、復興・成長のスピードを緩めることなく、東北全体が新たなステージへ向

かうための取組みは引き続き重要である。

　日本政策投資銀行（DBJ）の広報誌『季刊DBJ』では、2011年6月以降随時、東日本大震災をテーマとして

取り上げ、経済・産業やまちづくりの面から被災地の復旧・復興への取組みの様子などを伝えるとともに、今後

に向けた課題や提言を発信してきた。今号の特集では、震災から5年を迎えるにあたって有識者インタビュー、

DBJが発行した調査・提言レポート、DBJによる震災復興案件への支援事例等について紹介する。
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季刊DBJはiPhone、iPadでもお読みいただけます。
下記URLからダウンロードしてお楽しみください。
http://itunes.apple.com/jp/app/id389307222
上記の配信につきましては、今号にて終了となります。

DBJのホームページからもダウンロードできます。
http://www.dbj.jp/

P03 ネクスト・ジャパン最前線

東北の今

P18 Scenes of Solution

官と民とのShared Goals

P24 未来人図鑑

株式会社みちのりホールディングス
代表取締役社長　松本 順 氏
交通事業会社への経営支援を通じて地方経済の発展に貢献する

— 復興から成長への軌跡を辿る

— 日本政策投資銀行「みらい投資への提言」

P27 調査のわき道

牡蠣のふるさと、白菜のふるさと ［松島湾 浦戸諸島］
株式会社日本経済研究所 研究主幹 川島 啓

（株）日本政策投資銀行
東北大学

（株）石巻フーズ
宮古発電（同）
大内新興化学工業（株）
東京大学

（株）みちのりホールディングス
（株）ワークス・ジャパン
河内正和

（株）グレビス
飯島隆

企画・発行
取材協力

制作・編集
取 材・文

アートディレクション・デザイン
写　　 真

No .31
日 本 政 策 投 資 銀 行  広報 誌

2 01 6 .4

【Scenes of Solution】

官と民とのShared Goals
ーー 日本政策投資銀行「みらい投資への提言」

【調査のわき道】

牡蠣のふるさと、白菜のふるさと
［松島湾 浦戸諸島］
株式会社日本経済研究所 研究主幹   川島 啓

【未来人図鑑】

株式会社みちのりホールディングス
代表取締役社長　松本 順 氏
交通事業会社への経営支援を通じて
地方経済の発展に貢献する

東北の今
̶ 復興から成長への軌跡を辿る

【ネクスト・ジャパン最前線】

3 2

Next Japan



—

地
域
産
業
・
人
口
動
向
の
面
か
ら

見
た
復
興
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。

　

地
域
産
業
に
つ
い
て
は
、復
興
予
算
・
復

興
需
要
と
も
に
非
常
に
大
き
い
こ
と
か

ら
、建
設
業
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
イ
ン
フ

ラ
関
連
産
業
が
復
興
を
牽
引
し
て
き
て

い
る
。東
日
本
大
震
災
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
と
比
較
す
る
と
、被
災
地
域
の
範

囲
・
規
模
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
非
常
に
大

き
な
災
害
で
あ
り
、ま
た
26
兆
円
も
の
復

興
予
算
が
つ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、様
々

な
復
興
需
要
が
依
然
継
続
し
て
い
て
、各

種
の
経
済
指
標
も
そ
れ
に
支
え
ら
れ
て
い

る
状
況
だ
。

　

被
災
地
の
主
力
産
業
で
あ
る
農
業
、漁

業
、水
産
加
工
業
に
つ
い
て
は
、農
業
生
産

額
、漁
獲
量
は
震
災
前
の
６
〜
７
割
程
度

ま
で
回
復
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、復

興
状
況
に
は
地
域
差
が
あ
る
。例
え
ば
農

業
で
は
、仙
台
平
野
や
そ
の
周
辺
部
で
は

販
売
農
家
の
数
は
減
っ
て
い
る
が
、農
地
の

集
約
化
が
進
ん
で
本
格
的
な
大
規
模
集

約
型
の
経
営
体
が
現
れ
た
り
、サ
ン
フ
レ
ッ

シ
ュ
松
島
の「
松
島
と
ま
と
」な
ど
先
端

設
備
型
園
芸
等
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起

こ
り
つ
つ
あ
っ
て
、一
定
の
成
果
が
生
ま
れ

て
い
る
。こ
れ
ら
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
見
据
え
た

日
本
の
農
業
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、中
山
間
地
で
の
地
域
密
着

型
の
農
業
展
開
、ま
た
平
野
部
で
も
、も

と
も
と
大
規
模
集
約
化
が
不
向
き
な
地

域
で
の
農
業
展
開
に
つ
い
て
は
、今
後
の
課

題
と
し
て
残
っ
た
ま
ま
だ
。

　

ま
た
漁
業
、水
産
加
工
業
で
は
、漁
獲

量
は
回
復
し
、港
の
設
備
や
魚
市
場
も
順

次
完
成
し
て
、新
し
い
衛
生
管
理
な
ど
輸

出
を
睨
ん
だ
取
組
み
を
す
る
所
も
生
ま

れ
て
き
て
お
り
、こ
れ
ら
が
次
の
復
興
の

大
き
な
推
進
力
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。一
方
で
、販
路
開
拓
、商
品
開
発
、ブ

ラ
ン
ド
作
り
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
は
、漁

師
も
漁
業
全
体
の
経
営
問
題
と
し
て
考

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
段
階
で
あ
り
、

今
後
、若
い
世
代
を
中
心
に
連
携
が
図
ら

れ
、動
き
が
活
発
化
し
て
い
く
と
思
う
。

　

人
口
動
向
面
で
の
深
刻
な
問
題
は
、沿

岸
部
の
市
町
村
か
ら
仙
台
市
内
へ
相
当
の

人
口
流
出
が
起
き
て
い
る
こ
と
だ
。例
え

ば
、宮
城
県
で
は
女
川
や
南
三
陸
な
ど
津

波
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
町
の
人
口
減
少
率

が
非
常
に
大
き
い
。岩
手
、福
島
両
県
で

も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
、こ
の
流
れ
を

い
か
に
食
い
止
め
る
か
が
今
後
の
大
き
な

課
題
だ
。

—

人
口
流
出
が
続
く
と
復
興
の
根
幹

が
揺
ら
ぐ
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
問
題
に
決
定
的
な
打
開
策
は
見

当
た
ら
な
い
が
、表
面
的
な
数
字
だ
け
に

と
ら
わ
れ
る
の
も
良
く
な
い
。例
え
ば
、

女
川
町
で
は
震
災
前
に
比
べ
て
37
％
も
人

口
が
減
少
し
て
い
る
が
、若
い
町
長
を
先

頭
に
、震
災
後
入
っ
て
き
て
い
る
若
い
人
た

ち
が
、交
流
人
口
を
増
や
し
た
り
新
し
い

住
民
を
引
き
込
む
な
ど
、従
来
と
は
違
う

発
想
で
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。実
験
的
だ
が
野
心
的
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
な
試
み
で
あ
り
、た
だ
単
に
人
が
減
っ

て
い
る
と
い
う
現
象
面
だ
け
見
る
の
で
は

な
く
、人
口
減
少
を
前
提
に
い
ろ
い
ろ
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
も
目
を

向
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

ハ
ー
ド
面
で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
も
当
然
重
要
だ
が
、女
川

町
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
面
で
の
整
備
も
重
要

で
、特
に
そ
の
ま
ち
で
安
心
・
安
全
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
、若
手
・
中
堅
世
代
が
き

ち
ん
と
働
け
る
産
業
や
生
業
を
作
っ
て
い

く
こ
と
や
女
性
、高
齢
者
を
含
め
た
住
民

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
必

要
だ
。沿
岸
部
の
多
く
の
市
町
村
で
は
、

こ
れ
か
ら
新
た
に
商
店
街
や
市
街
地
を

整
備
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、ゼ
ロ
か
ら

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
い
ろ

い
ろ
な
仕
掛
け
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
非

常
に
重
要
に
な
る
。

—

今
後
、東
北
全
体
を
牽
引
し
て

い
く
産
業
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

東
北
全
体
の
復
興
、成
長
に
向
け
て
イ
ン

パ
ク
ト
が
大
き
い
の
は
観
光
分
野
だ
ろ
う
。

東
北
は
温
泉
、食
、自
然
な
ど
の
観
光
資
源

に
は
恵
ま
れ
て
い
る
が
、そ
れ
を
う
ま
く
発

信
で
き
て
お
ら
ず
、国
内
観
光
客
数
、イ
ン

バ
ウ
ン
ド
数
も
比
較
的
低
調
だ
。震
災
の

影
響
も
含
め
て
考
え
る
と
、今
後
の
成
長
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
十
分
に
あ
る
と
思
う
。

　

ま
た
、観
光
に
は
多
く
の
関
連
産
業
が
結

び
つ
い
て
い
る
。前
述
し
た
農
業
、漁
業
、水

産
加
工
業
も「
東
北
の
食
の
魅
力
」と
い
う

点
で
観
光
と
は
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ

り
、被
災
し
た
産
業
の
復
興
や
新
し
い
成
長

を
促
し
て
い
く
う
え
で
観
光
の
効
果
は
非

常
に
大
き
い
。東
北
で
は
こ
れ
ま
で
各
県
単

位
で
の
観
光
推
進
の
努
力
は
行
わ
れ
て
き

た
が
、東
北
全
体
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き

を
作
る
と
い
う
面
で
は
少
し
遅
れ
て
い
た
。

5年目はターニングポイント。
10年目に「何が実現できたか」が
問われる。

多
く
の
課
題
が
残
る
一
方
で

モ
デ
ル
的
な
取
組
み
が
進
む

観
光
と
医
療
機
器
産
業
に

東
北
全
体
の
牽
引
を
期
待

1952年生まれ。専門は経営政策論。1980

年、東北大学大学院経済学研究科博士課程

単位取得。専修大学経営学部専任講師、助

教授、東北大学経済学部教授、同大学院経済

学研究科長を経て、2014年より現職。自らの

専門研究だけでなく、地域とのかかわりも重視し

積極的に活動。地域への貢献に尽力する。

SEI ICH I  OTAK I

P r o f i l e
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東北大学大学院
経済学研究科

教授

大滝 精一氏

東北の今
— 復興から成長への軌跡を辿る



I N T E R V I E W

し
て
一
旦
は
終
了
す
る
が
、気
仙
沼
で
は

５
期
目
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、釜

石
、大
船
渡
で
も
４
期
目
に
入
る
。最
終

的
に
は
卒
塾
し
て
、地
域
の
復
興・成
長
を

牽
引
し
て
い
く
経
営
者
が
約
１
６
０
人
出

て
く
る
見
通
し
だ
。塾
に
は
南
三
陸
や
陸

前
高
田
、住
田
、大
槌
な
ど
周
辺
の
町
か

ら
も
参
加
し
て
い
て
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

学
ん
だ
塾
生
た
ち
が
、既
に
自
分
た
ち
で

作
っ
た
事
業
プ
ラ
ン
を
幅
広
い
エ
リ
ア
の
中

で
具
体
化
し
始
め
て
い
る
。こ
う
し
た
動

き
が
、今
後
の
地
域
復
興
を
牽
引
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
う
。

　

２
つ
め
は
経
済
同
友
会
か
ら
の
出
向
者

19
人
に
、気
仙
沼
、釜
石
、大
船
渡
の
３
市

の
首
長
の
メ
ン
タ
ー
と
し
て
入
っ
て
も
ら
っ

て
、各
市
の
復
興
か
ら
再
生
に
向
け
た
計

画
作
り
や
、地
方
創
生
の
総
合
戦
略
策
定

な
ど
を
担
当
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。例
え

ば
気
仙
沼
で
は
、水
産
業
の
高
度
化
・
高

付
加
価
値
化
と
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
構
築
と
い
う
２
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
を
設

け
、計
画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、そ
れ

を
地
方
創
生
の
総
合
戦
略
に
繋
げ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。そ
の
た
め
の
企
画
立
案
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
市
役
所
の
人
た
ち
と

一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
る
わ
け
で
、こ
れ

も
一
定
の
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

３
つ
め
は
、各
市
の
中
だ
け
で
は
な
く
、

経
済
同
友
会
の
メ
ン
タ
ー
、そ
れ
ぞ
れ
の
町

を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
人
た
ち
と

一
緒
に
東
北
各
地
や
東
京
で
集
会
や
会

議
を
開
き
、そ
の
中
で
情
報
共
有
や
交
流

を
図
り
な
が
ら
、政
策
提
言
な
ど
復
興
の

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
繋
げ
て
い
く
活
動
だ
。

　

こ
う
し
た
３
つ
の
取
組
み
で
復
興
の
加

速
化
を
図
っ
て
い
る
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終

了
ま
で
残
り
１
年
位
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

明
確
な
出
口
を
作
っ
て
成
果
を
き
ち
ん
と

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

—

最
後
に
、復
興
・
成
長
の
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
は
よ
く
２
０
０
５
年
の
米
国
ハ
リ

ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
後
の
ニュ
ー
オ
ー
リ
ン

ズ
市
の
話
を
引
用
す
る
。ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン

ズ
で
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
後
、市

の
内
外
か
ら
様
々
な
起
業
家
た
ち
が
現

れ
、ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
だ
が
、そ
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
被
災
か
ら
５
年
目
位

だ
っ
た
。こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
現
象
が
今
、

仙
台
の
中
で
起
き
始
め
て
い
る
。国
家
戦

略
特
区
を
設
け
る
と
か
起
業
家
育
成
の

拠
点
を
作
る
と
い
っ
た
動
き
が
あ
り
、本

格
的
に
新
し
い
産
業
、新
し
い
生
業
を
作
っ

て
い
く
た
め
の
創
生
の
時
期
が
訪
れ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
ほ
ど
大
き
な
災
禍
に
お
い
て
次
の

５
年
は
非
常
に
重
要
な
期
間
で
あ
り
、震

災
か
ら
10
年
目
に「
私
た
ち
に
何
が
実
現

で
き
た
の
か
」が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

（
注
１
）国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

現
在
、国
際
協
力
に
よ
っ
て
設
計
開
発
が
推
進
さ
れ
て
い
る
直

線
状
の
大
型
粒
子
加
速
器
計
画
。２
０
１
３
年
８
月
、立
地
評

価
会
議
が
国
内
候
補
を
北
上
山
地
に
選
定
し
た
。

（
注
２
）福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・コ
ー
ス
ト
構
想

福
島
県
浜
通
り
地
域
の
新
た
な
産
業
基
盤
の
構
築
や
広
域
的

視
点
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
福
島
・
国
際
研
究
産
業
都
市

構
想
。

（
注
３
）東
北
未
来
創
造
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

民
間
人
・
企
業
人
が
先
頭
に
立
ち
、東
北
の
復
興
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
、２
０
１
２
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。大
滝
教
授
と
と
も
に
、ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ（
株
）代

表
取
締
役
社
長
の
大
山
健
太
郎
氏
が
代
表
発
起
人
を
務
め

る
。ま
た
、特
別
協
力
と
し
て
経
済
同
友
会
、連
携
協
力
と
し
て

Ｄ
Ｂ
Ｊ
、復
興
庁
が
参
加
し
て
い
る
。

成
長
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
十
分
に
あ
る
の
で
、

周
遊
化
な
ど
広
域
的
な
観
光
開
発
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、東
北
の
復
興
・

成
長
の
原
動
力
に
な
り
得
る
は
ず
だ
。

　

医
療
機
器
分
野
も
有
望
だ
。福
島
県

の
医
療
機
器
生
産
額
は
全
国
第
３
位
で

あ
り
、単
な
る
機
器
の
も
の
づ
く
り
だ
け

で
は
な
く
、商
品
開
発
や
そ
れ
に
基
づ
く

事
業
開
発
な
ど
も
産
官
学
連
携
な
ど
を

通
し
て
起
こ
り
始
め
て
い
る
。福
島
以
外

の
県
で
も
、大
学
や
公
設
研
究
機
関
、医

療
関
係
機
関
と
の
結
び
つ
き
は
強
い
の
で
、

今
後
の
可
能
性
は
大
き
い
。

　

東
北
の
製
造
業
を
牽
引
し
て
き
た
の

は
、電
機
・
機
械
・エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業

で
あ
り
、そ
の
一
部
は
自
動
車
分
野
へ
転

換
し
て
い
る
が
、地
元
の
中
小
企
業
に
と
っ

て
転
換
の
ハ
ー
ド
ル
は
か
な
り
高
い
。そ
の

技
術
力
、生
産
能
力
、ユ
ー
ザ
ー
と
の
関
係

な
ど
を
活
か
す
う
え
で
、相
対
的
に
取
り

組
み
や
す
い
医
療
機
器
産
業
は
非
常
に
有

望
で
あ
り
、地
域
の
産
業
構
造
転
換
、成

長
産
業
へ
の
シ
フ
ト
と
い
う
意
味
で
も
大

き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
と
い
え
る
。

—

今
後
の
復
興
・
成
長
の
鍵
は
人
材

に
あ
る
と
も
い
え
ま
す
が
、例
え
ば
、

２
０
１
４
年
度
東
北
大
学
大
学
院
の

理
系
修
士
就
職
者
で
宮
城
県
内
に
就

職
し
た
人
の
割
合
は
５
．２
％
と
、10
年

度
の
８
．７
％
か
ら
低
下
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
産
業
育
成
や
地
域
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
担
う
頭
脳
の
流
出
を
意
味

し
、対
策
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
年
来
の
問
題
で
、い
く
つ
か
の

ル
ー
ト
を
探
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。人

材
流
出
は
地
元
に
働
く
場
が
な
い
か
ら
起

き
る
わ
け
で
、例
え
ば
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

を
た
く
さ
ん
生
み
出
し
て
地
域
に
雇
用

の
場
を
作
る
と
い
っ
た
努
力
が
必
要
だ
。

山
形
県
鶴
岡
市
で
は
慶
應
義
塾
大
学
が

鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
先
端
生
命
科

学
研
究
所
を
設
置
、既
に
そ
の
研
究
成
果

を
も
と
に
い
く
つ
か
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が

生
ま
れ
て
い
た
り
、そ
こ
に
世
界
中
か
ら

人
材
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
始
め
て
い

る
。こ
う
し
た
事
例
を
も
っ
と
作
っ
て
い
く

こ
と
が
肝
要
だ
。

　

ま
た
、医
療
産
業
集
積
、国
際
リ
ニ
ア
コ

ラ
イ
ダ
ー（
注
１
）、福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・

コ
ー
ス
ト
構
想（
注
２
）な
ど
は
ナ
シ
ョ
ナ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
り
、日
本
全
国
、

全
世
界
か
ら
人
材
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
。国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
の
場
合
、研
究
者
だ
け
で
も
数
千
人

が
集
ま
る
と
い
わ
れ
る
の
で
、新
し
い
成
長

拠
点
と
し
て
人
材
の
吸
引
や
、そ
の
た
め

の
魅
力
的
な
場
作
り
が
進
む
だ
ろ
う
。短

期
的
お
よ
び
中
長
期
的
な
シ
ナ
リ
オ
の
中

で
、い
か
に
新
し
い
企
業
、産
業
を
生
み
出

す
人
材
を
東
北
の
中
に
吸
引
し
て
く
る
こ

と
が
で
き
る
か
。息
の
長
い
取
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

—

大
滝
先
生
が
代
表
発
起
人
を
務

め
る「
東
北
未
来
創
造
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（
注
３
）」の
活
動
の
成
果
と
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
。

　

東
北
未
来
創
造
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
は

３
つ
の
柱
を
立
て
て
活
動
し
て
い
る
。１
つ

め
は
、地
元
企
業
の
経
営
者
、後
継
者
を

対
象
と
し
た
経
営
塾
だ
。こ
れ
ま
で
に
気

仙
沼
、釜
石
、大
船
渡
で
開
催
し
て
お
り
、

１
期
が
半
年
間
で
気
仙
沼
で
は
４
期
目
ま

で
終
了
し
て
い
る
。こ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

自
体
は
期
間
５
年
限
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
の
で
、２
０
１
７
年
３
月
を
区
切
り
と

東
北
未
来
創
造

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
活
動
で

復
興
の
加
速
化
を
図
る

人
材
流
出
防
止
と

人
材
吸
引
へ

息
の
長
い
取
組
み
を

東北の今
— 復興から成長への軌跡を辿る



３
県
で
は
被
害
総
額
を
大
き
く
上
回
る
多

額
の
復
旧
・
復
興
費
が
投
入
さ
れ
た
こ
と

な
ど
を
主
因
に
、震
災
後
１
〜
２
年
目
は

多
く
の
指
標
で
兵
庫
県
以
上
に
震
災
前
を

上
回
り
推
移
し
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

兵
庫
県
で
は
５
年
目
前
後
で
震
災
前
の
水

準
以
下
と
な
る
指
標
が
多
く
見
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、３
県
で
も
５
年
目
以
降
に
つ
い
て

楽
観
は
で
き
ず
、経
済
、産
業
振
興
な
ら
び

に
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
誘
導
な
ど
が
必
要

と
な
る
。

遅
れ
る
生
活
基
盤
の
復
旧

「
働
く
場
」創
出
の
た
め
の
産
業
育
成

　

兵
庫
県
に
お
け
る
仮
設
住
宅
へ
の
入
居

数
は
震
災
後
４
年
９
ヶ
月
後
に
は
ほ
ぼ
皆

無
と
な
っ
た
が
、津
波
被
害
の
特
殊
性
か
ら

３
県
で
は
同
時
期
に
お
い
て
ピ
ー
ク
時
の
５

〜
６
割
の
入
居
戸
数
に
と
ど
ま
る
な
ど
、生

活
基
盤
の
復
旧
が
遅
れ
て
い
る（
図
表
２
）。

　

経
済
、産
業
の
復
興
の
た
め
に
は
、住
宅

を
は
じ
め
と
し
た
生
活
基
盤
の
着
実
な
整

備
と
、「
働
く
場
」創
出
の
た
め
の
産
業
育

成
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
誘
導
が
欠
か
せ
な
い
。た

だ
し
、復
興
の
進
捗
、復
興
の
重
点
施
策
な

ど
は
地
域
ご
と
に
異
な
り
、特
に
福
島
県

は
特
殊
な
状
況
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、地

域
の
実
態
に
即
し
た
課
題
解
決
の
観
点
が

必
要
と
な
る
。

　

産
業
育
成
に
は
先
見
的
に
新
し
い
成
長

産
業
を
見
い
だ
し
、官
民
が
覚
悟
を
持
っ
て

集
中
的
に
育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。そ
の
た
め
兵
庫
県
に
お
け
る
震
災
復

興
を
牽
引
し
た
代
表
的
な
産
業
育
成
策

で
あ
る
神
戸
医
療
産
業
都
市
、東
北
に
お

け
る
成
長
産
業
を
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
た
。

神
戸
に
生
ま
れ
た
新
し
い
成
長
産
業

「
神
戸
医
療
産
業
都
市
」

　

神
戸
医
療
産
業
都
市
は
、阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
の
復
興
の
目
玉
と
し
て
神
戸

市
に
よ
り
構
想
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
り
、成
長
産
業
で
あ
る
医
療
関
連
産
業

の
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
第
２
期
へ
の

集
積
を
図
る
べ
く
98
年
に
検
討
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。16
年
１
月
末
現
在
で
３
１
３
の

研
究
機
関
、病
院
な
ど
の
中
核
施
設
と
、

医
療
関
連
企
業
・
団
体
が
進
出
し
、医
療

関
連
産
業
の
一
大
集
積
拠
点
と
な
っ
て
い

る
。15
年
７
月
末
現
在
の
雇
用
者
数
は
７
，

２
０
０
人
に
の
ぼ
る
ま
で
に
成
長
し
て
い

る
。00
年
に
設
立
さ
れ
た
中
核
推
進
機
関

で
あ
る
先
端
医
療
振
興
財
団
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
者
ら
の
永
い
歳
月
を
か
け
た
努

力
が
大
き
く
花
開
い
て
い
る（
図
表
３
）。

　

注
目
す
べ
き
は
経
済
効
果
で
あ
る
。構

想
の
目
的
に「
雇
用
の
確
保
と
神
戸
経
済

の
活
性
化
」と
あ
り
、発
想
の
発
端
は
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
受
け
た
経
済
的

ダ
メ
ー
ジ
か
ら
回
復
、成
長
を
目
指
す
た

め
の
取
組
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、神
戸
市

で
は
そ
の
効
果
を「
経
済
効
果
」と「
税
収

効
果
」の
視
点
で
推
計
し
て
い
る
。12
年
度

に
お
け
る
経
済
効
果
は
１
，２
５
１
億
円
、

税
収
効
果
は
45
億
円
に
の
ぼ
り
、阪
神・淡

経
済
指
標
か
ら
み
る

震
災
後
の
地
域
経
済

　

阪
神･

淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災

が
地
域
経
済
に
与
え
た
影
響
に
つ
き
兵
庫

県
お
よ
び
岩
手
県・宮
城
県・福
島
県
の
被

災
３
県（
以
下「
３
県
」）の
各
種
経
済
指
標

（
業
況
判
断
指
数
、県
民
経
済
計
算
、製

造
品
出
荷
額
、大
型
小
売
店
販
売
額
、有

効
求
人
倍
率
、人
口
、観
光
客
入
込
数
、民

間
設
備
投
資
額
、公
共
投
資
額
等
）推
移

を
比
較
分
析
、被
災
地
域
の
復
興
か
ら
成

長
へ
の
課
題
等
を
探
っ
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災

で
は
、被
災
範
囲
、被
害
内
容
、被
害
影
響

等
に
違
い
が
あ
り
、両
者
を
一
概
に
比
較

す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。被
災
時
に
置

か
れ
て
い
た
経
済
状
況
も
違
う
。し
か
し
、

阪
神・淡
路
大
震
災
が
、地
域
経
済
に
与
え

た
影
響
、そ
の
後
の
経
済
復
興
状
況
等
を

検
証
す
る
こ
と
は
、東
日
本
大
震
災
の
今

後
を
予
見
す
る
う
え
で
有
用
と
考
え
た
。

　

東
日
本
大
震
災
と
阪
神･

淡
路
大
震
災

の
震
災
後
に
お
け
る
被
災
地
域
の
各
種
指

標
の
推
移
を
検
証
す
る
と
、両
震
災
と
も
、

そ
の
多
く
の
指
標
で
震
災
直
後
に
大
き
く

落
ち
込
ん
だ
も
の
の
、復
旧
・
復
興
需
要
に

よ
り
回
復
す
る
と
いっ
た
傾
向
を
辿
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る（
図
表
１
）。

　

兵
庫
県
で
は
震
災
後
１
〜
２
年
目
に
震

災
前
の
水
準
を
上
回
っ
た
後
に
落
ち
込
み

始
め
、５
年
目
前
後
で
震
災
前
の
水
準
以

下
と
な
る
指
標
が
多
く
見
ら
れ
る
。業
況

判
断
指
数（
Ｄ
．Ｉ
．）や
有
効
求
人
倍
率
、

宿
泊
者
数
な
ど
の
指
標
は
震
災
後
10
年

目
前
後
で
震
災
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て

い
る
一
方
で
、Ｇ
Ｒ
Ｐ
成
長
率
な
ど
全
国

と
の
差
が
拡
大
し
続
け
た
指
標
も
み
ら
れ

る
。震
災
前
に
は
世
界
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量

で
６
位
に
あ
っ
た
神
戸
港
は
10
年
に
は
47

位
に
ま
で
順
位
を
落
と
し
、神
戸
の
代
表

的
な
地
場
産
業
で
あ
る
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ

産
業
は
未
だ
回
復
し
て
い
る
状
況
で
あ
る

と
は
言
い
難
い
。

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
国
費
措
置

は
、復
興
交
付
金
の
創
設
、震
災
復
興
特

別
交
付
税
措
置
に
よ
り
実
態
上
地
方
負

担
を
な
く
し
て
い
る
。金
融
制
度
は
危
機

対
応
融
資
の
活
用
、東
日
本
大
震
災
事

業
者
再
生
支
援
機
構
の
設
立
、各
種
復
興

フ
ァ
ン
ド
の
創
設
等
が
あ
っ
た
。被
害
総
額

に
対
す
る
国
費
の
水
準
、制
度
の
拡
充
、金

融
上
の
手
当
な
ど
、東
日
本
大
震
災
に
対

す
る
国
等
の
支
援
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
比
べ
総
じ
て
手
厚
く
な
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
当

初
５
年
の
復
興
事
業
費
は
阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
お
け
る
復
興
事
業
費
の
５
倍
以
上

の
国
費
が
投
入
さ
れ
た
が
、６
年
目
以
降
は

急
速
に
減
少
し
て
い
く
見
通
し
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、日
本
政
策
投
資
銀
行（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）は
２
０
１
６
年
２
月
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年 

～
新
し
い
成
長

に
向
け
て
～ 

阪
神・淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
」と
題
し
た
調
査・提
言
レ
ポ
ー
ト
を
発
行
し
た
。当
レ
ポ
ー
ト
は
３
つ
の
パ
ー
ト（
章
）で
構
成
さ
れ
、第
１

章
で
阪
神･

淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災
が
地
域
経
済
に
与
え
た
影
響
に
つ
き
分
析
す
る
こ
と
で
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災
地
域
の
復
興
か

ら
成
長
へ
の
課
題
等
を
探
り
、第
２
章
で
兵
庫
県
に
お
け
る
震
災
復
興
を
牽
引
し
た
代
表
的
な
産
業
育
成
策
で
あ
る
神
戸
医
療
産
業
都
市
を
検
証
し

復
興・成
長
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
、ま
た
第
３
章
で
東
北
に
お
け
る
４
つ
の
成
長
産
業（
加
速
器
産
業
、医
療
機
器
産
業
、

観
光
産
業
、廃
炉
産
業
）を
神
戸
医
療
産
業
都
市
に
照
ら
し
合
わ
せ
そ
れ
ぞ
れ
整
理
し
て
い
る
。こ
こ
で
は
そ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年 

～
新
し
い
成
長
に
向
け
て
～　

阪
神・淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
」を
発
行

調
査
・
提
言
レ
ポ
ー
ト
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配
偶
者
や
子
供
も
含
ま
れ
、約
１
万
人
の

新
た
な
人
口
集
積
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。そ

の
際
に
は
地
域
づ
く
り
、ま
ち
づ
く
り
の
観

点
が
必
要
と
な
る
。自
然
環
境
や
風
土
、土

地
の
人
の
暮
ら
し
な
ど
東
北
が
持
っ
て
い
る

も
の
と
い
か
に
親
和
性
を
持
た
せ
る
か
に

心
を
砕
く
べ
き
だ
ろ
う
。地
域
や
学
校
に

お
け
る
国
際
的
な
交
流
は
人
材
育
成
に
も

資
す
る
こ
と
と
な
り
、長
期
的
に
は
人
口
の

社
会
流
出
を
食
い
止
め
る
効
果
も
期
待
で

き
る
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
し
キ
ー
ワ
ー
ド
に
沿
っ
て
整

理
し
た
。

先
見
性 

Ｉ
Ｌ
Ｃ
と
い
う
世
界
唯
一の
施
設
の
立

地
に
地
理
的
条
件
で
有
利
な
北
上
山

地
を
も
っ
て
手
を
挙
げ
、候
補
地
に
選

定
さ
れ
た
。

ス
ピ
ー
ド 

国
に
よ
る
早
期
計
画
実
施
の
決
定
が

望
ま
れ
る
。

覚
悟 

加
速
器
関
連
技
術
の
東
北
企
業
へ
の

技
術
移
転
に
着
手
す
る
等
、立
地
決

定
を
見
越
し
て
震
災
復
興
の
象
徴
的

プ
ロ
ジェク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

吸
引
力 

世
界
唯
一
の
施
設
で
あ
り
世
界
的
な

吸
引
力
を
有
す
る
。新
た
な
集
積
人

材
の
長
期
定
住
の
た
め
に
は
、コ
ミ
ュニ

テ
ィ
形
成
と
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
が
重

要
と
な
る
。施
設
整
備
は
官
主
導
と
な

る
が
、ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
官
民

連
携
が
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
る
。

　

医
療
機
器
産
業

　

福
島
県
で
は
医
療
機
器
産
業
の
集
積

が
震
災
前
よ
り
図
ら
れ
て
お
り
、医
療
機

器
生
産
額
は
全
国
第
３
位
に
位
置
し
て
い

る
。県
が
05
年
以
降
進
め
て
い
る
施
策
で

あ
る「
う
つ
く
し
ま
次
世
代
医
療
産
業
集

積
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
活
か
し
、産
学
官
の
連
携
に
よ
る
医
療

機
器
関
連
分
野
の
集
積
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
期
し
て
策
定

さ
れ
た「
福
島
県
復
興
計
画
」に
お
け
る

12
の
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
あ
る「
新

た
な
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
産
業
」の
う
ち

「
医
療
関
連
産
業
の
集
積
」と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。そ
の
中
で
は
７
つ
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
設
定
し
、種
々
の
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
産
学
官
の
連
携
に
よ
り
、あ

ら
ゆ
る
製
品
領
域
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー

に
と
っ
て
生
産
・
開
発
活
動
が
行
い
や
す
い

環
境
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、こ
の
産
学

官
に
よ
る
取
組
み
は「
福
島
モ
デ
ル
」と
し

て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

集
積
の
更
な
る
加
速
化
の
た
め
に
、医

療
機
器
の
開
発
か
ら
事
業
化
ま
で
を
一

体
的
に
支
援
す
る
国
内
初
の
拠
点
で
あ

る「
ふ
く
し
ま
医
療
機
器
開
発
支
援
セ
ン

タ
ー
」の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、16
年

度
の
開
所
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、特
徴
あ
る
補
助
金
制
度
と
し
て

「
ふ
く
し
ま
医
療
機
器（
救
急
・
災
害
対

応
医
療
機
器
）開
発
事
業
補
助
金
」が
14

年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、従
前

ま
で
の
汎
用
医
療
機
器
の
開
発
に
対
す
る

公
的
支
援
に
加
え
、救
急
・
災
害
分
野
の

医
療
機
器
開
発
の
分
野
を
集
積
の
新
た

な
柱
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。ま
た
補
助
制
度
と
併
せ
て
調
査
事

業
も
実
施
し
て
お
り
、中
堅
・
中
小
企
業

に
と
っ
て
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
販
路
確

保
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
部
分
に
つ
い
て
、同

調
査
事
業
に
よ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
点

が
特
徴
的
と
い
え
る
。

　

福
島
県
以
外
の
東
北
各
県
に
お
い
て

も
、医
療
機
器
関
連
産
業
育
成
に
対
す
る

取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
取
組
状

況
を
見
る
に
、や
は
り
福
島
県
の「
う
つ
く

し
ま
次
世
代
医
療
産
業
集
積
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」が
実
績
に
お
い
て
抜
き
ん
出
て
い
る
。

一
方
で
医
療
機
器
産
業
へ
の
取
組
み
自
体

は
、東
北
各
県
で
精
力
的
に
な
さ
れ
て
お

り
、そ
れ
ぞ
れ
が
特
徴
を
有
し
て
い
る
。求

め
ら
れ
る
の
は
、よ
り
東
北
一
体
と
な
っ
た

連
携
の
動
き
だ
ろ
う
。ふ
く
し
ま
医
療
機

器
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
は
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
機
能
を
有
し
、そ
の
設
置
目
的
に
は

企
業
の
新
規
立
地
や
県
内
企
業
の
取
引

拡
大
に
加
え
て「
医
療
関
連
産
業
の
発
展
」

「
医
療
の
安
全
性
の
向
上
」が
掲
げ
ら
れ

て
お
り
、い
わ
ば
東
北
全
体
の
財
産
と
い
え

る
。東
北
域
内
企
業
全
体
へ
の
積
極
的
な

利
用
促
進
に
よ
り
、よ
り
広
域
的
な
震
災

復
興
へ
の
寄
与
を
望
み
た
い
。

　

医
療
機
器
産
業
に
関
し
キ
ー
ワ
ー
ド
に

沿
っ
て
整
理
し
た
。

先
見
性 

01
年
の
県
総
合
計
画
で
医
療
福
祉
機

器
分
野
を
成
長
産
業
と
し
て
い
ち
早

く
位
置
づ
け
、産
学
官
連
携
の「
福
島

モ
デ
ル
」を
確
立
し
た
。

ス
ピ
ー
ド 

震
災
翌
年
の
12
年
に「
ふ
く
し
ま
医

療
機
器
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
構

想
、同
セ
ン
タ
ー
整
備
に
着
手
す
る

等
、更
な
る
集
積
を
目
指
し
取
組
み

を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

覚
悟 

救
急
・
災
害
対
応
医
療
機
器
分
野
を

新
た
な
集
積
の
柱
と
し
て
育
成
す
る

こ
と
に
覚
悟
を
も
っ
て
挑
戦
す
る
等
、

既
存
の
集
積
の
延
長
線
上
に
留
ま
ら

な
い
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

吸
引
力 

復
興
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

「
ふ
く
し
ま
医
療
機
器
開
発
支
援

セ
ン
タ
ー
」を
16
年
度
に
開
所
予
定
。

国
全
体
の
課
題
を
掲
げ
た
設
置
目
的

「
医
療
関
連
産
業
の
発
展
」「
医
療

の
安
全
性
の
向
上
」へ
の
共
感
と
治
療

系
医
療
機
器
開
発
拠
点
と
し
て
の
機

能
へ
の
理
解
を
広
く
得
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
。オ
ー
ル
東
北
で
の
集
積
牽

引
、民
間
主
体
の
呼
び
込
み
に
よ
る
官

民
連
携
に
も
期
待
。

路
大
震
災
か
ら
の
経
済
的
な
復
興
に
対

し
、神
戸
医
療
産
業
都
市
が
十
分
に
寄
与

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　

神
戸
医
療
産
業
都
市
に
は
東
北
が
新
し

い
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
示
唆
が
多
く

含
ま
れ
て
お
り
、そ
れ
を「
先
見
性
」「
ス

ピ
ー
ド
」「
覚
悟
」「
吸
引
力
」と
４
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
整
理
を
し
た（
図
表
４
）。

先
見
性 

製
造
業
の
落
ち
込
み
を
カ
バ
ー
す
べ

く
新
た
な
産
業
の
育
成
を
企
図
。数

あ
る
産
業
の
中
か
ら
医
療
産
業
の
研

究
・
開
発
分
野
に
成
長
可
能
性
を
見

い
だ
し
た
。

ス
ピ
ー
ド 

98
年
の
神
戸
医
療
産
業
都
市
構
想

検
討
の
表
明
か
ら
１
年
で
大
規
模
研

究
施
設
を
国
が
予
算
化
。00
年
３
月

に
財
団
法
人
先
端
医
療
振
興
財
団

を
設
立
し
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
を
推
進

さ
せ
る
な
ど
、矢
継
ぎ
早
に
施
策
を

実
施
。

覚
悟 

構
想
検
討
表
明
時
に
神
戸
に
医
療
産

業
の
集
積
は
な
く
、白
地
に
一
か
ら
デ

ザ
イ
ン
。震
災
か
ら
の
復
興
に
は
新
た

な
産
業
育
成
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の

覚
悟
の
も
と
事
業
化
を
推
進
。

吸
引
力 

震
災
復
興
に
加
え「
市
民
の
健
康・福

祉
の
向
上
」「
ア
ジ
ア
諸
国
の
医
療
水

準
向
上
に
よ
る
国
際
貢
献
」を
目
標

に
掲
げ
、国
に
投
資
へ
の
必
然
性
を

付
与
。震
災
復
興
を
目
的
と
し
つ
つ
、

全
国
的
な
課
題
解
決
も
目
標
と
す

る
こ
と
で
、う
ま
く
第
三
者
の
呼
び

込
み
に
成
功
。

復
興
需
要
終
息
後
に
向
け

新
し
い
成
長
産
業
の
育
成
を

　

震
災
５
年
目
以
降
の
東
北
経
済
に
不

可
欠
な
産
業
育
成
。そ
の
た
め
に
は
、東
北

に
芽
生
え
る
新
し
い
成
長
産
業
を
見
い
だ

し
、官
民
が
一
体
と
な
っ
て
そ
の
育
成
に
当

た
る
こ
と
が
重
要
だ
。当
レ
ポ
ー
ト
で
は
、

そ
う
し
た
産
業
の
芽（
加
速
器
産
業
、医

療
機
器
産
業
、観
光
産
業
、廃
炉
産
業
）を

取
り
上
げ
、よ
り
復
興
に
寄
与
し
得
る
成

長
の
た
め
の
方
策
を
提
言
し
て
い
る
。

　

東
北
で
は
、震
災
後
通
行
が
一
部
制
限

さ
れ
て
い
た
常
磐
自
動
車
道
の
全
線
開
通

（
15
年
３
月
）、仙
台
市
営
地
下
鉄
東
西

線
の
開
業（
15
年
12
月
）、北
海
道
新
幹

線
の
開
通（
16
年
３
月
）、三
陸
沿
岸
道
路

（
登
米
東
和
Ｉ
Ｃ
〜
南
三
陸
海
岸
Ｉ
Ｃ
：

16
年
予
定
）、仙
台
空
港
民
営
化（
16
年
７

月
）と
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
次
々
と
整
っ
て
い

く
。震
災
発
生
か
ら
５
年
を
経
て
産
業
面

で
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
進
捗
、次
の
５
年
は

そ
れ
を
い
か
に
活
用
し
産
業
を
育
成
し
て

い
く
か
の
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
し
て
い
く
。

　

ま
た
各
産
業
は
理
系
学
生
の
受
け
皿

と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
。14
年
度
の
東

北
大
学
大
学
院
に
お
け
る
理
系
修
士
就

職
者
で
宮
城
県
内
に
職
を
持
っ
た
割
合
は

５
．２
％
に
留
ま
り
、10
年
度
の
８
．７
％
か

ら
低
下
し
た
。産
業
育
成
や
地
域
で
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
担
う
頭
脳
の
流
出

が
進
む
現
状
を
、新
し
い
成
長
産
業
の
力

で
食
い
止
め
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

　

各
産
業
の
状
況
を
み
る
と
、現
時
点
で

は
国
を
は
じ
め
と
し
た
公
共
セ
ク
タ
ー
が

主
導
す
る
フ
ェ
ー
ズ
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。神
戸
医
療
産
業
都
市
も
発
端
は
神

戸
市
の
発
意
に
よ
り
、ま
ず
は
国
の
施
設

を
誘
致
し
た
こ
と
で
市
と
国
の
機
能
が
先

行
的
に
整
備
さ
れ
た
が
、そ
れ
ら
を
神
戸

市
や
先
端
医
療
振
興
財
団
が
巧
み
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
で
民
間
の
集
積
、産
官
学
連
携

体
制
の
構
築
に
繋
げ
て
いっ
た
。官
が
先
行

し
た
後
に
い
か
に
民
間
を
呼
び
込
み
連
携

体
制
を
構
築
で
き
る
か
が
重
要
な
要
素
と

い
え
る
。

　

以
下
で
は
、４
つ
の
産
業
の
芽
か
ら
加
速
器

産
業
と
医
療
機
器
産
業
を
取
り
上
げ
る
。

　

加
速
器
産
業

　

東
北
地
方
で
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ（
国
際
リ
ニ
ア
コ

ラ
イ
ダ
ー
）、放
射
光
施
設
の
二
つ
の
加
速

器
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。放
射

光
施
設
は
国
内
に
９
施
設
が
あ
る
も
の
の
、

東
北
地
方
は
空
白
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。国

際
競
争
も
増
し
て
お
り
、最
先
端
施
設
の

東
北
地
方
で
の
整
備
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
、地
下
１
０
０ｍ
に
設
置
す
る

全
長
約
30
㎞
の
直
線
状
の
加
速
器
を
使
っ

て
、素
粒
子
を
光
に
近
い
速
度
ま
で
加
速
さ

せ
、そ
の
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
た
素

粒
子
同
士
を
衝
突
さ
せ
る
こ
と
で
、ビ
ッ
グ

バ
ン
直
後
の
状
態
を
再
現
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。建
設
費
約
１
．１
兆
円
が
見

込
ま
れ
、経
済
波
及
効
果
は
生
産
誘
発
額

約
４
．５
兆
円
、誘
発
雇
用
者
数
約
25
．５
万

人
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
建
設
は
、素
粒
子
物
理
学
分
野

の
国
際
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
よ
り
国
際
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
ら
れ
、世
界
に
一カ

所
の
み
の
整
備
を
前
提
に
協
議
さ
れ
て
き

た
。13
年
に
は「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
立
地
評
価
会
議
」

に
お
い
て
岩
手
県
と
宮
城
県
に
ま
た
が
る
北

上
山
地
が
国
内
最
適
と
の
評
価
が
な
さ
れ
、

国
の
計
画
実
施
決
定
が
待
た
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
は
世
界
各
国
か
ら
の
研
究

者
が
長
期
間
に
わ
た
り
滞
在
し
、新
た
な

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
。そ
の
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
に
は
研
究
者
本
人
だ
け
で
な
く
そ
の

当レポートの詳細は、DBJホームページ「地域・海外レポート（東北）」（http://www.dbj.jp/investigate/area/tohoku/）に掲載していますので、ご参照ください。
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図表4） 4つのキーワード



1
震災復興案件への

投融資事例

石巻フーズ
（宮城県石巻市）

と
被
災
地
石
巻
と
の
接
点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

　
「
震
災
か
ら
数
日
後
に
石
巻
入
り
し
た
友
人

の
経
営
者
か
ら
支
援
の
要
請
が
あ
っ
た
も
の
の
、

す
ぐ
に
は
対
応
で
き
ず
、２
０
１
１
年
夏
頃
か

ら
料
理
人
の
派
遣
や
食
材
の
提
供
を
始
め
ま
し

た
。そ
う
し
た
活
動
の
中
で
知
り
合
っ
た
地
元
自

治
体
や
企
業
の
方
々
か
ら
、雇
用
の
場
と
し
て
飲

食
店
の
出
店
を
打
診
さ
れ
た
の
で
す
が
、店
舗
で

は
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
小
さ
い
こ
と
も
あ
り

決
断
し
か
ね
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、風
評
被

害
で
生
牡
蠣
が
売
れ
ず
に
困
っ
て
い
る
と
聞
き
、

そ
れ
な
ら
う
ち
の
グ
ル
ー
プ
や
友
人
た
ち
の
店
で

使
え
る
と
思
い
、全
量
を
買
い
上
げ
、販
売
し
ま

し
た
。そ
の
時
、こ
れ
な
ら
石
巻
と
東
京
で
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
す
る
、雇
用
に
も
貢
献
で
き
る
と
感

じ
て
食
品
加
工
工
場
の
建
設
を
決
め
た
の
で
す
」

　

こ
う
し
て
２
０
１
４
年
夏
、大
塚
氏
は
地
域
の

新
た
な
雇
用
創
出
と
被
災
地
の
復
興
・
活
性
化

支
援
に
向
け
て
、新
工
場
設
立
を
決
定
し
た
。

「
三
陸
ブ
ラ
ン
ド
」を

国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

　

石
巻
フ
ー
ズ
が
掲
げ
る
目
標
は
、世
界
３
大
漁

場
の
１
つ
で
あ
る
三
陸
沖
の
水
産
物
を「
三
陸
ブ

ラ
ン
ド
」と
し
て
日
本
と
世
界
に
向
け
て
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
だ
。工
場
完
成
ま
で
は
、石
巻
市
内

で
水
揚
げ
さ
れ
た
水
産
物
を
共
同
購
入
し
、グ

ル
ー
プ
企
業
や
取
引
先
企
業
約
５
０
０
社
へ
卸
し

て
き
た
が
、工
場
稼
働
後
は
水
産
物
１
次
加
工

品
を
原
材
料
と
し
て
２
次
加
工
を
行
い
、製
品
、

半
製
品
と
し
て
出
荷
す
る
。

　

今
年
２
月
か
ら
は
初
の
業
務
用
商
品
と
し
て

「
三
陸
生
牡
蠣
フ
ラ
イ
」の
販
売
を
開
始
し
た
。

同
商
品
は
旬
の
生
食
用
牡
蠣
を
高
度
な
冷
凍
装

置
で
凍
結
後
、フ
ラ
イ
用
に
加
工
し
た
も
の
で
、

解
凍
し
な
い
限
り
何
年
後
で
も
水
揚
げ
後
の
鮮

度
を
限
り
な
く
生
に
近
い
状
態
で
保
つ
こ
と
が

で
き
る
。

　

三
陸
ブ
ラ
ン
ド
の
評
判
は
高
い
と
大
塚
氏
は
言

う
。「
特
に
生
牡
蠣
フ
ラ
イ
は
思
っ
た
以
上
に
引

き
が
強
く
て
生
産
が
追
い
つ
か
な
い
状
態
で
す
。

今
年
２
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た『
２
０
１
６
石
巻

復
興
フ
ー
ド
見
本
市
』に
も
出
品
し
た
の
で
す
が
、

「
こ
ん
な
に
お
い
し
い
牡
蠣
フ
ラ
イ
は
初
め
て
。

す
ぐ
に
取
引
し
た
い
」と
言
っ
て
く
だ
さ
る
バ
イ

ヤ
ー
の
方
が
多
か
っ
た
で
す
ね
」と
満
足
気
だ
。

　

ま
た
、海
外
へ
の
輸
出
に
関
し
て
も
現
在
、ア
ジ

ア
地
域
を
対
象
に
準
備
を
進
め
て
い
る
と
い
う
。

「
サ
ン
プ
ル
出
し
ま
で
は
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、少

量
の
取
引
は
年
内
に
は
始
め
ら
れ
る
見
込
み
で

す
が
、通
関
、輸
送
方
法
、カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
な

ど
様
々
な
制
約
を
ク
リ
ア
し
て
、ビ
ジ
ネ
ス
の
ラ

イ
ン
に
乗
る
ま
で
に
は
、あ
と
２
～
３
年
は
か
か

る
と
思
い
ま
す
。海
外
で
は
日
本
産
の
水
産
品
が

ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
て
、お
い
し
い
も
の
が
高
く

売
れ
る
の
で
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
」

消
費
者
に
直
結
し
た

商
品
開
発
力
を
活
か
す

　
「
三
陸
ブ
ラ
ン
ド
」の
浸
透
に
向
け
て
、大
塚
氏

が
最
大
の
強
み
と
考
え
る
の
が
、消
費
者
に
直
結

し
た
商
品
開
発
力
だ
。

　
「
漁
場
と
し
て
の
三
陸
沖
の
素
晴
ら
し
さ
は

知
っ
て
い
て
も
、で
は
何
が
お
い
し
い
か
と
い
う
と

す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
も
の
が
な
い
。そ
こ
を
変
え

て
い
か
な
い
と
ダ
メ
で
す
。我
々
の
場
合
は
飲
食

店
が
あ
る
の
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ
て
イ

メ
ー
ジ
を
発
信
し
や
す
い
し
、三
陸
沖
の
水
産
物

の
素
晴
ら
し
さ
を
消
費
者
に
実
感
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、「
三
陸
ブ
ラ
ン
ド
」を
浸
透
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。何
よ
り
も
当

社
グ
ル
ー
プ
は
多
く
の
料
理
人
を
抱
え
て
い
る

し
、取
引
先
が
５
０
０
店
舗
あ
れ
ば
５
０
０
人
の

商
品
開
発
担
当
者
を
抱
え
て
い
る
と
言
え
る
の

で
、こ
れ
は
大
き
な
強
み
で
す
。そ
れ
に
、強
い
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
観
光
活
性
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
」

　

食
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
た
な
可
能
性
を
震
災
復

興・地
域
活
性
化
に
活
か
そ
う
と
す
る
石
巻
フ
ー

ズ
。そ
の
挑
戦
は
今
後
、確
実
に
石
巻
の「
次
に

向
か
う
力
」に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
注
）み
や
ぎ
復
興
・
地
域
活
性
化
支
援
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
２
０
１
１
年
８
月
、七
十
七
銀
行
と「
み
や
ぎ
復
興
ブ
リ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
」を
組
成
し
、被
災
企
業
の
早
期
復
旧
・
復
興
支
援
を
行
っ
て
き
た

が
、震
災
復
興
の
段
階
が
生
産
設
備
の
回
復
等
と
い
っ
た
復
旧
段
階
か
ら
、

生
産
を
再
開
し
た
企
業
の
販
路
新
規
開
拓
、複
数
企
業
の
協
働
に
よ
る
産

業
競
争
力
強
化
、イ
ン
フ
ラ
整
備
・
機
能
強
化
等
の
復
興
・
成
長
段
階
へ
と

移
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
対
応
し
て
、２
０
１
４
年
12
月
、Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
と
も

連
携
し
た
復
興
・
成
長
支
援
フ
ァ
ン
ド
を
新
た
に
設
立
し
た
。新
フ
ァ
ン
ド
は
、

被
災
地
域
の
復
興
・
成
長
に
資
す
る
事
業
を
行
う
企
業（
他
地
域
か
ら
の

進
出
企
業
や
新
設
企
業
も
含
む
）に
対
し
て
、劣
後
ロ
ー
ン
や
優
先
株
等
を

活
用
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
を
提
供
す
る
こ
と
で
、全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る

先
進
的
な
取
組
み
を
促
進
し
、地
域
の
成
長
と
活
性
化
を
支
援
す
る
。

石
巻
市
で
震
災
後
、

初
の
新
規
参
入
工
場

　

２
０
１
５
年
12
月
７
日
、石
巻
市
、宮
城
県

と
の
立
地
協
定
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
は
震
災

後
初
と
な
る
食
品
加
工
工
場
が
石
巻
市
魚
町

に
完
成
し
、竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。建
設
を
進

め
て
い
た
の
は
地
元
石
巻
に
本
社
を
置
く（
株
）

石
巻
フ
ー
ズ
。同
社
は
、全
国
で「
レ
ッ
ド
ロ
ブ
ス

タ
ー
」「
暗
闇
坂
宮
下
」等
の
飲
食
店
を
グ
ル
ー

プ
展
開
す
る（
株
）セ
リ
ュッ
ク
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス（
本
社
：
東
京
都
港
区
）の
全
額
出
資
に
よ
り

２
０
１
２
年
７
月
に
設
立
さ
れ
、飲
食
店
向
け
の

共
同
購
買
事
業
を
行
っ
て
い
た
が
、地
場
産
業
復

興
と
雇
用
支
援
の
観
点
か
ら
新
た
に
石
巻
市
に

食
品
加
工
工
場
を
新
設
し
た
。稼
働
開
始
後
は

地
元
の
豊
か
な
水
産
物
を
活
用
し
た
加
工
食
品

を
製
造
し
、グ
ル
ー
プ
内
外
の
全
国
の
飲
食
店
等

に
向
け
て
販
売
す
る
ほ
か
、海
外
へ
も
輸
出
す
る

予
定
だ
。

　

同
工
場
の
新
設
に
際
し
て
、日
本
政
策
投

資
銀
行（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）、（
株
）七
十
七
銀
行
お
よ
び

（
株
）地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構（
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ

Ｃ
）が
共
同
出
資
す
る
東
日
本
大
震
災
復
興
・
成

長
支
援
フ
ァ
ン
ド「
み
や
ぎ
復
興
・
地
域
活
性
化

支
援
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合（
注
）」は
、石

巻
フ
ー
ズ
に
対
し
て
同
工
場
の
建
設
資
金
と
し
て

２
億
円
の
融
資
を
実
施
し
た
。同
フ
ァ
ン
ド
に
と
っ

て
は
、域
外
資
本
の
企
業
が
被
災
地
域
へ
の
進
出

を
図
る
ケ
ー
ス
へ
の
初
の
融
資
案
件
だ
。

地
場
産
業
復
興
と

雇
用
支
援
に
向
け
て

　　
「
漁
師
の
人
た
ち
か
ら
生
活
の
悩
み
や
、石
巻

魚
市
場
が
あ
る
魚
町
地
区
に
人
が
集
ま
っ
て
こ
な

い
こ
と
へ
の
苛
立
ち
な
ど
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、

僕
が
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
な
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
た
の
で
す
」

　

セ
リ
ュッ
ク
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
代
表
取
締
役

大
塚
啓
氏
は
、石
巻
フ
ー
ズ
設
立
を
決
断
し
た
理

由
を
そ
う
振
り
返
る
。で
は
、そ
も
そ
も
大
塚
氏

食
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
を
石
巻
の

「
次
に
向
か
う
力
」へ

　

—

域
外
企
業
の
被
災
地
進
出
を
復
興
・
成
長
支
援
フ
ァ
ン
ド
で
支
援

株式会社セリュックスホールディングス
代表取締役
株式会社石巻フーズ
代表取締役

大塚 啓氏
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震災復興案件への

投融資事例

宮古発電
（岩手県宮古市）

指
す
地
域
貢
献
を
実
現
し
、再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
す
。既
に
当
社

は
全
国
に
40
件
以
上
の
太
陽
光
発
電
所
の
建
設

実
績
が
あ
り
、そ
の
中
に
は
日
本
最
大
規
模
を

誇
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。宮
古
市
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
は
、地
産
地
消
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の
仕
組
み
づ
く
り
と
新
た
な
地
域
振
興
、

さ
ら
に
は
災
害
時
に
必
要
な
自
立
分
散
型
の
電

力
供
給
体
制
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
本
事
業
に
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
た
の
で
す
」

　

宮
古
市
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
は
、太
陽

光
発
電
の
他
に
、地
域
新
電
力
、カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
、植
物
工
場
の
４
事
業
で
構
成
さ
れ
、各
事
業

の
運
営
を
４
つ
の
Ｓ
Ｐ
Ｃ
が
担
当
す
る（
図
表
）。

宮
古
発
電
が
発
電
し
た
電
力
は
地
域
新
電
力

会
社
が
買
取
り
、市
内
の
公
共
施
設
や
民
間
施

設
な
ど
に
売
電
等
を
行
う
。日
本
国
土
開
発
は

現
在
、民
間
企
業
が
運
営
す
る
こ
れ
ら
の
事
業

の
進
捗
を
調
整
・
管
理
す
る
と
と
も
に
、宮
古
市

と
の
合
意
形
成
の
役
割
を
担
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

震
災
復
興
事
業
ゆ
え
の

難
題
を
乗
り
越
え
て

　

本
事
業
に
は
、前
例
の
な
い
震
災
復
興
事
業
で

あ
る
が
ゆ
え
の
難
題
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
一
番
苦
労
し
た
の
は
事
業
用
地
の
確
保
で

す
。両
地
区
と
も
津
波
で
す
べ
て
を
流
さ
れ
た

区
域
。地
権
者
の
方
の
中
に
は
亡
く
な
ら
れ
た

方
も
お
ら
れ
る
の
で
、土
地
の
権
利
調
整
も
平
時

の
よ
う
に
は
進
み
ま
せ
ん
。そ
う
し
た
中
で
、こ

の
事
業
を
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
た
い
と
い
う
宮

古
市
の
サ
ポ
ー
ト
も
得
て
、何
と
か
土
地
の
権
利

の
一
本
化
に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
」（
朝
倉
氏
）

　

そ
し
て
、も
う
１
つ
の
難
題
が
資
金
調
達
だ
っ

た
と
い
う
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ス
ク
判
断
を
す
る

上
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
必
要
と
す
る
大
規
模
太
陽
光

発
電
事
業
に
お
い
て
は
、地
域
金
融
機
関
だ
け
で

対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
。そ
こ
で
、岩
手
銀
行

と
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
な
が

ら
バ
ン
カ
ブ
ル（
融
資
が
可
能
な
状
態
）に
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
の
だ
。

　

そ
の
点
を
踏
ま
え
て
朝
倉
氏
も
今
回
の
融

資
を「
太
陽
光
発
電
事
業
に
実
績
の
あ
る
地
域

金
融
機
関
が
少
な
い
中
で
、地
域
に
強
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
つ
岩
手
銀
行
と
、太
陽
光
発
電
事
業

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

と
豊
富
な
実
績
を
持
つ
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

を
組
む
こ
と
で
円
滑
な
資
金
調
達
に
繋
が
り
、20

年
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
事
業
の
安
定
性
が
確

保
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」と
評
価
す
る
。

今
後
も
不
可
欠
な

国
と
金
融
機
関
に
よ
る
後
押
し

　

地
域
の
震
災
復
興
に
貢
献
す
べ
く
始
ま
っ
た

宮
古
発
電
の
事
業
。朝
倉
氏
は
、「
最
初
の
一
歩

は
う
ま
く
着
地
で
き
た
と
思
い
ま
す
が
、ま
だ

60
～
70
点
位
」と
し
た
う
え
で
、今
後
の
展
開
に

つ
い
て「
長
期
的
に
小
水
力
や
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

の
資
源
を
地
域
電
源
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
、や
っ
と
１
０
０
点
に
近
づ
く
と
い
え

ま
す
。地
域
と
の
お
付
き
合
い
は
長
く
続
け
て

こ
そ
意
味
が
あ
る
わ
け
で
、今
後
も
雇
用
や
地

域
で
の
資
金
循
環
な
ど
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献

で
き
る
事
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」と
決
意
を
新
た
に
す
る
。そ
し
て
、民
間
企

業
が
引
き
続
き
震
災
復
興
事
業
に
参
画
し
続

け
る
た
め
に
は
、国
と
金
融
機
関
に
よ
る
後
押

し
が
不
可
欠
だ
と
指
摘
す
る
。

　
「
人
口
減
少
、人
口
流
出
が
進
む
中
で
、こ
の

先
、地
域
に
人
が
戻
っ
て
き
て
も
経
済
活
動
の

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
の
で
、国
や
自
治
体
、金
融
機

関
が
地
域
に
成
長
の
た
め
の
バ
イ
ア
ス
を
か
け
続

け
、ヒ
ト
・モ
ノ・カ
ネ
の
大
き
な
流
れ
を
絶
や
さ

な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。国
に
よ
る
制
度
改
革
と

金
融
機
関
に
よ
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
が
な
け

れ
ば
、民
間
企
業
が
復
興
事
業
に
積
極
的
に
リ

ス
ク
テ
イ
ク
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
か

ら
で
す
」

　

朝
倉
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、国
や
金
融
機

関
に
よ
る
復
興
へ
の
長
期
的
か
つ
強
力
な
後
押
し

が
継
続
さ
れ
て
こ
そ
、宮
古
発
電
の
事
業
と
宮

古
市
が
目
指
す「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」も

加
速
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

震
災
の
経
験
を
教
訓
に

太
陽
光
発
電
事
業
に
取
り
組
む

　

東
日
本
大
震
災
で
、最
大
震
度
５
強
の
地
震

と
最
大
波
８
．５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
津
波
に
襲
わ

れ
た
岩
手
県
宮
古
市
で
は
、電
気
、ガ
ス
、水
道
、

通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
ほ
と
ん
ど
が
停
止

し
た
こ
と
に
加
え
、市
役
所
の
浸
水
や
ガ
ソ
リ
ン

等
の
燃
料
不
足
も
相
ま
っ
て
災
害
応
急
対
応
、被

災
者
支
援
活
動
は
困
難
を
極
め
た
。宮
古
市
で

は
そ
の
経
験
を
教
訓
に
２
０
１
２
年
４
月
か
ら

震
災
復
興
事
業
と
し
て
、災
害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

確
保
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
推
進
を

目
指
し
た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
事
業
へ
の
取
組

み
を
開
始
し
た
。

　

日
本
政
策
投
資
銀
行（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）と（
株
）岩
手

銀
行
は
、同
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
大

規
模
太
陽
光
発
電
事
業（
以
下
、本
事
業
）に
対

し
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
方
式
に
基
づ

く
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
を
共
同
で
組
成
し
、事

業
者
で
あ
る
宮
古
発
電
合
同
会
社（
所
在
：
岩

手
県
宮
古
市
）に
融
資
を
実
施
し
た
。岩
手
銀

行
は
唯
一
金
融
機
関
と
し
て
本
事
業
の
構
想
立

ち
上
げ
当
初
か
ら
各
種
支
援
を
行
う
一
方
、Ｄ

Ｂ
Ｊ
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
組
成
支
援
お
よ
び
資
金
提

供
を
通
じ
て
本
事
業
を
後
押
し
し
た
。

　

本
事
業
で
は
、宮
古
市
南
部
の
津
軽
石
地
区

と
同
北
部
の
田
老
地
区
に
太
陽
光
発
電
所
が
建

設
さ
れ
、２
０
１
５
年
12
月
23
日
に
竣
工
式
が
行

わ
れ
た
。

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の

中
核
事
業
と
し
て

　　

本
事
業
を
運
営
す
る
宮
古
発
電
は
、日
本
国

土
開
発（
株
）、ア
ジ
ア
航
測（
株
）、復
建
調
査
設

計（
株
）の
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
特
別

目
的
会
社（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）だ
。メ
イ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
で

あ
る
日
本
国
土
開
発
の
代
表
取
締
役
社
長
・
朝

倉
健
夫
氏
は
、本
事
業
へ
の
参
画
の
目
的
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
震
災
復
興
に
協
力
す
る
中
で
当
社
が
目

災
害
に
強
い
自
立
分
散
型
の

電
力
創
出
を
目
指
し
て

　

—

「
宮
古
太
陽
光
発
電
事
業
」を
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
で
支
援

宮古発電合同会社 メインスポンサー

日本国土開発株式会社
代表取締役社長

朝倉 健夫氏

宮古市スマートコミュニティ
推進協議会

自然エネルギー
研究部会

宮古発電 地域新電力
SPC

宮古エコ
カーシェア

リング

植物工場
構築事業

SPC
インフラ設備

維持管理研究部会

［官民一体の協議・検討の場］ ［事業実施主体］

新規ビジネス
研究部会

〈事務局〉
・アジア航測 ・宮古市

地域エネルギー
マネージメントシステム

SPC全体を統括する組織体
（宮古市スマートコミュニティ事業者組合（仮称））

協議・連携

図表） 宮古市スマートコミュニティ事業の実施体制

津軽石太陽光発電所（上）と田老太陽光

発電所（下）。発電能力は合計4MWで、こ

れは一般家庭の年間使用量で約800世

帯分に相当する。



町
工
場
周
辺
が
原
発
事
故
に
よ
る
一
時
立
ち
入

り
禁
止
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
や
、被
災
当
時

は
ガ
ソ
リ
ン
不
足
や
業
者
不
足
も
あ
り
、生
産
を

再
開
で
き
た
の
は
同
年
８
月
か
ら
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
事
業
環
境
が
十
分
に
整
わ
な
い
状

況
の
中
で
、同
社
は
従
業
員
の
不
安
を
払
拭
す
べ

く
原
町
工
場
の
継
続
と
雇
用
維
持
を
決
定
し
た
。

そ
し
て
、震
災
後
の
混
乱
が
ま
だ
完
全
に
は
収

束
し
な
い
中
で
の
新
工
場
建
設
の
決
定
は
、同
社

は
も
と
よ
り
地
元
経
済
界
に
と
っ
て
も
明
る
い

ニュ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　
「
も
と
も
と
建
設
計
画
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

震
災
後
の
２
０
１
２
年
５
月
に『
ふ
く
し
ま
産
業

復
興
企
業
立
地
補
助
金
』の
指
定
企
業
と
な
っ

た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。当
社
に
と
っ
て
は
過
去

最
大
の
投
資（
約
30
億
円
）で
す
が
、新
工
場
の

建
設
は
、地
域
と
共
生
す
る
会
社
と
し
て
こ
の
地

で
し
っ
か
り
復
興
し
て
い
く
ん
だ
と
い
う
意
思
表

示
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

同
社
取
締
役
社
長
の
大
内
茂
正
氏
は
、新
工
場

建
設
の
意
義
を
そ
う
強
調
す
る
。そ
し
て
、建
設

の
狙
い
は
医
薬
品
原
薬
の
分
野
に
お
け
る
競
争
力

強
化
と
事
業
分
野
の
多
角
化
に
あ
る
と
い
う
。

　
「
須
賀
川
工
場
で
は
２
０
０
３
年
に
現
在
の
医

薬
品
原
薬
製
造
工
場
を
建
設
し
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
原
薬
を
生
産
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
後
、

業
界
内
競
争
が
激
化
す
る
中
で
独
自
の
強
み
を

持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
強
み
こ
そ
、新
工
場
の
高
い
生
産
性
と
品

質
管
理
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
。須
賀
川
工
場
は
少

量
・
多
品
種
生
産
型
の
マ
ル
チ
プ
ラ
ン
ト
的
な
も

の
で
す
が
、新
工
場
は
自
動
化
す
る
こ
と
で
生
産

量
が
３
倍
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、２
０
１
４
年

７
月
に
日
本
が
Ｐ
Ｉ
Ｃ
／
Ｓ（
注
４
）に
加
盟
し

ま
し
た
が
、医
薬
品
原
薬
は
Ｐ
Ｉ
Ｃ
／
Ｓ
の
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｔ
２
に
対
応
し
て
い
れ
ば
生
産
が
可
能
な
の
で

す
が
、新
工
場
は
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
の
製
剤
工
場（
薬

品
メ
ー
カ
ー
）の
生
産
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も
対
応

し
て
お
り
、非
常
に
高
い
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
を

実
現
し
て
い
る
の
で
す
」

　

新
工
場
は
昨
年
２
月
に
竣
工
し
、現
在
、来
年

か
ら
の
本
格
的
な
商
業
生
産
開
始
に
向
け
た
準

備
を
重
ね
て
い
る
。医
薬
品
原
薬
製
造
の
場
合
、

生
産
開
始
前
に
当
該
製
造
設
備
や
製
造
工
程
・

方
法
で
、目
的
と
す
る
品
質
に
適
合
す
る
原
薬

を
恒
常
的
に
製
造
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。準
備
に
時
間
は
か
か
る
が
、将

来
的
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
の
分
野
は
拡
大
が
期

待
さ
れ
る
た
め
、そ
こ
に
向
け
て
一
歩
ず
つ
進
み

続
け
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。

「
微
力
だ
が
無
力
で
は
な
い
」

　

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
須
賀
川
工
場
に

対
し
て
、原
町
工
場
の
あ
る
地
域
は
依
然
、避
難
指

示
解
除
準
備
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。大
内
氏

は
、「
今
後
、避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地
域
に
若

い
人
た
ち
が
戻
っ
て
く
る
の
か
が
一
番
心
配
で
す
。

若
い
人
が
戻
ら
な
い
と
町
は
衰
退
し
ま
す
。南
相

馬
市
を
い
か
に
新
し
い
魅
力
あ
る
町
に
し
て
い
く

か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」と
言
う
。

　

地
域
と
の
共
生
を
め
ざ
す
同
社
に
と
っ
て
、南

相
馬
市
の
復
興
・
成
長
は
避
け
て
通
れ
な
い
課

題
だ
。大
内
氏
は
今
、避
難
指
示
区
域
内
に
事

業
所
が
あ
る
地
元
企
業
２
社
と
連
携
し
て
、若

者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
職
場
作
り
を
始
め
よ
う

と
し
て
い
る
。「
近
々
、３
社
の
各
工
場
で
異
業
種

懇
談
会
を
開
く
予
定
で
す
。ま
ず
は
、若
い
人
が

ず
っ
と
そ
こ
で
働
い
て
い
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。懇

談
会
に
は
南
相
馬
市
の
市
長
と
経
済
部
長
も
招

待
し
て
お
り
、今
後
い
ろ
い
ろ
な
要
望
が
出
て
き

た
ら
行
政
と
も
連
携
し
て
い
き
た
い
。微
力
だ
が

無
力
で
は
な
い
こ
と
を
信
じ
て
、こ
の
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

震
災
後
、地
元
企
業
や
行
政
と
も
連
携
し
な

が
ら
被
災
地
域
の
復
興
・
成
長
に
尽
力
す
る
大

内
新
興
化
学
工
業
。そ
の
取
組
み
は
途
上
だ
が
、

近
い
将
来
、必
ず
や
結
実
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
注
１
）有
機
ゴ
ム
薬
品

　

ゴ
ム
へ
の
弾
性
付
与
や
劣
化
の
防
止
、ま
た
振
動
吸
収
性
を
制
御
す
る

添
加
剤
と
し
て
、タ
イ
ヤ
や
自
動
車
用
防
振
ゴ
ム
等
、幅
広
い
用
途
の
ゴ
ム

部
品
・
部
材
に
使
用
さ
れ
る
薬
品
。

（
注
２
）医
薬
品
原
薬

　

複
数
の
有
効
成
分
で
構
成
さ
れ
る
医
薬
品
製
剤
の
中
の
１
つ
１
つ
の
有

効
成
分
の
こ
と
。

（
注
３
）復
興
特
区
支
援
利
子
補
給
金
制
度

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
円
滑
か
つ
迅
速
な
復
興
の
た
め
、

地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
状
況
や
特
性
を
踏
ま
え
て
独
自
に
作
成
し
、国
に

よ
り
認
定
さ
れ
た
復
興
推
進
計
画
に
基
づ
く
支
援
措
置
の
１
つ
。具
体
的

に
は
、当
該
復
興
推
進
計
画
の
推
進
の
中
核
と
な
る
事
業
を
実
施
す
る
事

業
者
が
、国
か
ら
指
定
を
受
け
た
金
融
機
関
を
通
じ
て
資
金
調
達
を
行
う
場

合
に
、国
が
利
子
補
給
金
を
支
給
す
る
。事
業
者
は
低
利
で
の
資
金
調
達
が

可
能
と
な
り
、復
興
推
進
計
画
の
推
進
に
資
す
る
事
業
の
円
滑
な
実
施
に
繋

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
注
４
）Ｐ
Ｉ
Ｃ
／
Ｓ 

　

P
harm

aceutical Inspection C
onvention and P

harm
aceutical 

Inspection C
o-operation S

chem
e

の
略
：
医
薬
品
査
察
協
定
お
よ

び
医
薬
品
査
察
協
同
ス
キ
ー
ム
。各
国
の
医
薬
品
の
Ｇ
Ｍ
Ｐ
と
Ｇ
Ｍ
Ｐ
基
準
へ

の
適
合
性
に
関
す
る
製
造
事
業
者
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
、国
際
間
で
の
整

合
性
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
欧
州
の
薬
事
行
政
当
局
が
中
心
と
な
っ
て
発
足

し
た
組
織
。Ｇ
Ｍ
Ｐ
と
はG

ood M
anufacturing P

ractice

の
略
。医
薬
品

製
造
に
関
す
る
遵
守
規
則
。

医
療
関
連
産
業
へ
の

期
待
の
高
ま
り
の
中
で

　

震
災
復
興
に
向
か
う
福
島
県
で
は
医
療
関

連
産
業
が
重
点
戦
略
業
種
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、将
来
的
に
福
島
の
経
済
を
担
う
産
業
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。既
に
県
内
に
は
数
多
く
の

医
療
関
連
企
業
が
集
積
し
て
お
り
、大
内
新
興

化
学
工
業（
株
）も
そ
の
中
の
１
社
だ
。

　

同
社
は
１
９
３
１
年
に
有
機
ゴ
ム
薬
品（
注
１
）

の
初
の
国
産
化
に
成
功
し
て
以
来
、有
機
ゴ
ム
薬

品
の
パ
イ
オ
ニ
ア
企
業
と
し
て
国
内
ト
ッ
プ
メ
ー

カ
ー
の
地
位
を
築
い
て
い
る
化
学
メ
ー
カ
ー
だ
。

ま
た
、80
年
に
わ
た
り
有
機
イ
オ
ウ
化
合
物
に
関

す
る
分
野
で
培
っ
た
技
術
力
を
活
か
し
、医
薬
品

原
薬（
注
２
）、果
樹
用
抗
菌
剤
、環
境
薬
剤
等
の

幅
広
い
分
野
に
事
業
展
開
し
て
い
る
。生
産
体
制

は
長
ら
く
、創
業
の
地
で
あ
る
東
京
・
板
橋
区
の

ほ
か
、福
島
県
内
の
須
賀
川
工
場（
須
賀
川
市
）

と
原
町
工
場（
南
相
馬
市
）の
３
工
場
体
制
で

あ
っ
た
が
、２
０
０
３
年
に
板
橋
区
の
工
場
を
閉

鎖
し
、福
島
県
内
の
２
工
場
が
主
力
生
産
拠
点

と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
９
月
、日
本
政
策
投
資
銀
行（
Ｄ

Ｂ
Ｊ
）は
同
社
に
対
し
、「
復
興
特
区
支
援
利
子

補
給
金
制
度（
注
３
）」に
基
づ
く
融
資
を
実
施

し
た
。同
融
資
は
、須
賀
川
工
場
に
お
け
る
医
薬

品
原
薬
製
造
の
た
め
の
新
工
場
建
設
を
対
象
と

し
た
も
の
だ
。新
工
場
は
、福
島
県
復
興
推
進
計

画
の
前
提
と
な
る
東
日
本
大
震
災
特
別
区
域
法

施
行
規
則
に
お
け
る「
疾
病
又
は
障
害
の
新
た

な
治
療
方
法
の
研
究
開
発
及
び
そ
の
成
果
の
企

業
化
等
、医
療
に
係
る
技
術
水
準
の
向
上
及
び

高
度
な
医
療
の
提
供
に
関
す
る
事
業
」と
し
て

認
定
を
受
け
て
お
り
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
指
定
金
融
機

関
と
し
て
融
資
を
実
行
し
た
。

新
工
場
建
設
で

競
争
力
強
化
を
図
る

　　

東
日
本
大
震
災
で
は
幸
い
に
も
内
陸
部
に
位
置

す
る
須
賀
川
工
場
の
被
害
は
少
な
く
、２
０
１
１

年
４
月
末
に
は
生
産
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き

た
。一
方
、海
岸
部
に
あ
る
原
町
工
場
は
高
台
に

位
置
し
て
い
た
も
の
の
、廃
水
処
理
場
な
ど
設
備

の
一
部
が
津
波
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
加
え
、原

復
興
か
ら
そ
の
先
に
向
け
て

医
薬
品
原
薬
製
造
の
新
工
場
を
建
設

　

—

「
復
興
特
区
支
援
利
子
補
給
金
制
度
」に
基
づ
く
融
資
を
実
施

3
震災復興案件への

投融資事例

大内新興化学工業
（東京都中央区）

大内新興化学工業株式会社
取締役社長

大内 茂正氏



官
民
のS

hared G
oals

（
共
有

目
標
）に
よ
る
成
長
戦
略
の
実
行

　

日
本
経
済
の
潜
在
成
長
率
を
引
き
上

げ
る
た
め
に
は
、生
産
性
の
向
上
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、設
備
投
資
の
底
上

げ
を
通
じ
た
質
の
高
い
資
本
ス
ト
ッ
ク
の

蓄
積
が
必
要
だ
。設
備
投
資
の
底
上
げ

と
潜
在
成
長
率
の
引
上
げ
は
、車
の
両

輪
の
よ
う
な
関
係
に
あ
り
、政
府
の
成

長
戦
略
は
両
者
を
同
時
に
達
成
す
る
た

め
の
取
組
み
だ
。重
要
な
の
は
短
期
的

な
成
果
の
追
求
で
は
な
く
、腰
を
据
え

た
着
実
な
成
長
戦
略
の
実
行
に
よ
っ
て

真
の
成
果
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。そ
の
た

め
に
具
体
的
な
目
標
を
官
民
で
共
有
し

（Shared G
oals

）、目
標
達
成
に
向
け

て
、そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
下
の
図
表
）。

　

こ
う
し
た
取
組
み
が
な
け
れ
ば
企
業

の
成
長
期
待
は
改
善
せ
ず
、積
極
的
な

リ
ス
ク
テ
イ
ク
も
進
ま
な
い
だ
ろ
う
。少

子・高
齢
化
へ
の
対
応
な
ど
中
長
期
的
課

題
の
多
く
は
、政
府
が
主
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
べ
き
も
の
だ
が
、こ
れ
ら
を
政
府

の
み
の
問
題
と
せ
ず
、企
業
も
民
で
取
り

組
む
べ
き
点
、取
り
組
め
る
部
分
が
な
い

か
、改
め
て
自
主
的
、自
発
的
に
検
討
す

る
こ
と
が
肝
要
だ
。 

課
題
解
決
型
産
業
構
造
へ
の

転
換

①
課
題
先
進
国
と
し
て
の
逆
転
的
発
想

　

日
本
は
、高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
る

課
題
に
先
ん
じ
て
直
面
す
る
課
題
先
進

国
だ
が
、課
題
に
対
応
す
べ
く
、人
工
知

能（
Ａ
Ｉ
）や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
先
行
で
き
れ
ば
、逆
に
日
本
経

済
の
競
争
力
と
な
る
。そ
の
た
め
に
は
課

題
解
決
型
産
業
構
造
へ
の
転
換
を
促
す

新
た
な
産
業
政
策
が
必
要
で
あ
り
、例

え
ば
官
民
が
共
有
す
る
中
期
的
政
策
目

標
と
し
て「
課
題
解
決
型
産
業
構
造
改

革
ビ
ジ
ョ
ン（
仮
称
）」の
策
定
な
ど
が
有

効
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
シ
ル
バ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
開
発
や

　

人
手
不
足
へ
の
対
応

　

高
齢
化
社
会
が
求
め
る
製
品
、サ
ー

ビ
ス（
シ
ル
バ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ト
）は
、一
般

消
費
者
に
と
っ
て
も
便
利
な
も
の
が
多

く
、こ
う
し
た
分
野
で
開
発
が
進
め
ば
日

本
企
業
の
新
た
な
競
争
力
の
源
泉
と
な

る
。ま
た
、今
後
、人
手
不
足
が
一
層
進

む
こ
と
か
ら
、女
性
や
高
齢
者
の
労
働

参
加
率
の
引
き
上
げ
や
外
国
人
人
材
の

活
用
と
いっ
た
課
題
も
重
要
なShared 

Goals

と
考
え
ら
れ
る
。

未
来
を
見
据
え
た
企
業
経
営

①
果
実
を
共
有
す
る

　

研
究
開
発
ス
キ
ー
ム

　

１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
、企
業
の
設

備
投
資
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
下
回
る

状
況
が
続
い
て
い
る
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
調
査
で

は
、中
期
的
な
成
長
市
場
開
拓
に
取
り

組
ん
で
い
る
企
業
は
、製
造
業
で
半
数
以

下
、非
製
造
業
で
は
３
分
の
１
程
度
に
と

ど
ま
る
。未
来
を
見
据
え
た
企
業
経
営

を
推
進
し
、企
業
が
積
極
的
に
リ
ス
ク
を

と
れ
る
よ
う
、政
府
と
のShared Goals

の
設
定
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
供
給
な
ど
を
強

化
し
、企
業
の
未
来
に
向
け
た
先
行
投
資

を
促
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

他
方
、ロ
ボ
ッ
ト
、超
伝
導
な
ど
の
最

先
端
分
野
は
、基
礎
研
究
段
階
か
ら
多

額
の
研
究
開
発
費
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、実
質
的
に
国
家
間
の
競
争
に
な
っ

て
お
り
、国
に
よ
る
支
援
の
多
寡
が
当
該

産
業
の
優
勝
劣
敗
を
決
め
る
状
況
に
あ

る
。こ
う
し
た
、費
用
が
莫
大
で
期
間
も

長
期
に
わ
た
る
研
究
開
発
分
野
で
は
、

多
様
な
主
体
が
リ
ス
ク
を
分
担
し
な
が

ら
果
実
を
共
有
す
る
Ｒ
Ｒ
Ｓ
Ｓ（R

isk 

&
 R

evenue Sharing Schem
e

：

仮
称
）な
ど
、新
た
な
研
究
開
発
ス
キ
ー

ム
も
有
効
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
企
業
の
競
争
力
向
上
に
向
け
た

　

取
組
み

　

企
業
の
競
争
力
向
上
を
図
り
未
来
を

見
据
え
た
企
業
経
営
を
進
め
る
に
は
、Ｉ

Ｔ
分
野
な
ど
で
の
専
門
人
材
の
育
成
や

製
造
業
の
技
術
伝
承
の
取
組
み
、複
数

の
業
務
を
多
面
的
に
こ
な
す「
多
能
職
」

化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
産
学
連
携
な
ど

官と民とのShared Goals
─ 日本政策投資銀行「みらい投資への提言」

　日本政策投資銀行（DBJ）は、2015年度設備投資計画調査の結果をもとに、企業経営者、

産業団体、学識経験者、民間シンクタンク等の方々(総計80回以上)と意見交換を行った。その中

で頂いた貴重なご意見、情報（ナマの声）を踏まえて、日本経済の持続的成長に必要な方策、

金融機関に求められる役割などについてとりまとめた「みらい投資への提言（注）」を公表した。

本稿ではこの提言の概要を紹介する。提言の中には敢えて仮説として提示している部分もあるが、

これをたたき台として、政府、地方自治体、企業、金融機関などとさらに議論を重ねながら、日本

経済の持続的成長に対してDBJとしてどのような貢献ができるのか、検討を進めていきたい。

官と民とのShared Goals
─ 日本政策投資銀行「みらい投資への提言」

1.

2.

3.

● 新たな技術開発
● 成長市場開拓に向けた
　リスクテイク
● 異業種連携・水平分業

● 関係者間のマッチング
● 良質なリスクマネーの
　提供など

● 法整備や規制緩和、
　 利害関係者の調整、
　 民だけでは負担できない
　 リスク分担

高齢化・人口減少の
進行

未来を見据えた
企業経営

世界で勝ち抜く
企業戦略

民 金融 官

Shared Goalsを達成するうえで官民のバランスは必ずしも一様ではなく、
その目標によって異なる

Shared  Goa ls  （共有目標）

2020年までの
自動車

自動運転の
実用化

課 題

● 実用化に向けた
　研究・技術開発

● 産業、異なる企業同士の
　連携によるイノベーション

● 実用化に向けた法体系の見直し
　（事故時の責任所在など）

● 道路の改善や
　通信インフラの整備など

● 地図情報の整備など（官民にまたがる取組み）

民（産学）による
主体的な取組み

官による
環境整備などの後押し

■ Shared Goalsの考え方



を
進
め
る
た
め
、専
門
人
材（C

urator

）

の
育
成
や
研
究
開
発
、戦
略
的
Ｍ
＆
Ａ
、

事
業
提
携
な
ど
に
決
定
権
を
持
つ
Ｃ
Ｔ
Ｏ

（C
hief T

echnology O
fficer

：
最

高
技
術
責
任
者
）の
任
命
な
ど
も
求
め

ら
れ
る
。研
究
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、研
究

開
発
利
益
効
率
指
標
な
ど
効
果
検
証
の

〝
見
え
る
化
〟も
重
要
だ
。

世
界
で
勝
ち
抜
く
企
業
戦
略

　

世
界
で
勝
ち
抜
く
企
業
戦
略
を
進
め

る
上
で
は
、Ｉｏ
Ｔ
戦
略
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
活
用
が
重
要
と
な
る
。ま
た
、企
業
に

よ
る
国
内
工
場
の
再
評
価
が
進
む
中
で
、

地
方
創
生
の
観
点
か
ら
も
マ
ザ
ー
工
場

の
機
能
が
重
要
だ
。そ
の
上
で
日
本
経
済

の
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、航
空
機

産
業
の
よ
う
に
今
後
の
伸
び
し
ろ
が
大

き
く
、広
範
な
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成

が
期
待
さ
れ
る
産
業
の
戦
略
的
育
成
も

求
め
ら
れ
る
。

政
府
に
よ
る
支
援

　

政
府
に
は
、
民
間
と
共
有
す
る

Shared G
oals

に
対
し
て
、規
制
改
革

や
国
際
交
渉
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発

揮
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。例
え
ば
、規
制

撤
廃
に
よ
る
外
資
や
異
業
種
の
参
入
促

進
、労
働
市
場
改
革
の
ほ
か
、Ｉｏ
Ｔ
な
ど

で
国
際
標
準
化
を
先
行
さ
せ
る
取
組
み

が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

金
融
機
関
の
役
割

　

官
民
のShared Goals

に
対
し
て
、わ

れ
わ
れ
Ｄ
Ｂ
Ｊ
な
ど
の
金
融
機
関
も
果

た
す
べ
き
役
割
が
あ
る
。

①
良
質
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給

　

企
業
が
成
長
市
場
の
開
拓
等
に
際
し

て
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
躊
躇
し
て
い
る
時
、

金
融
機
関
に
は
、中
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
た
良
質
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
を
供
給
す

る
こ
と
で
リ
ス
ク
を
共
同
し
て
負
担
し
、

企
業
の
背
中
を
押
す
役
割
が
求
め
ら
れ

る
。こ
う
し
た
取
組
み
は
、設
備
投
資
の

底
上
げ
、企
業
の
成
長
市
場
開
拓
へ
の
促

進
に
繋
が
る
。

②
新
た
な
官
民
共
同
の

　

研
究
開
発
ス
キ
ー
ムへ
の
貢
献

　

前
出
の
Ｒ
Ｒ
Ｓ
Ｓ
な
ど
新
た
な
官
民

共
同
の
研
究
開
発
ス
キ
ー
ム
の
形
成
に

際
し
て
は
、金
融
面
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供

や
投
資
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
支
援

な
ど
、金
融
機
関
の
経
験
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
た
貢
献
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

③
効
果
検
証
の
見
え
る
化
へ
の
貢
献

　

研
究
開
発
利
益
効
率
指
標
な
ど
効
果

検
証
の
見
え
る
化
に
際
し
て
は
、多
く
の

企
業
と
の
取
引
を
有
す
る
金
融
機
関
の

現
場
感
覚
で
の
経
験
、審
査・分
析
力
に

よ
る
貢
献
が
可
能
で
あ
る
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
し

て
も
指
標
な
ど
の
見
え
る
化
に
貢
献
す

る
所
存
で
あ
る
。

④
マ
ザ
ー
工
場
立
地
に
よ
る

　

波
及
効
果
分
析
へ
の
取
組
み

　

地
方
で
の
マ
ザ
ー
工
場
に
つ
い
て
は
、地

域
経
済
や
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、改
め
て
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、

地
域
企
業
や
地
方
自
治
体
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、取
引
を
有
し
、調
査
ノ
ウ
ハ
ウ
を

有
す
る
金
融
機
関
の
役
割
が
重
要
だ
。

こ
う
し
た
取
組
み
は
、地
域
活
性
化
、各

地
域
の
総
合
戦
略
策
定
な
ど
地
方
創
生

支
援
に
も
有
用
で
あ
る
。

⑤
新
た
な
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
に

　

向
け
て
の
役
割

　

新
た
な
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
に
際

し
て
は
、そ
の
産
業
の
中
核
と
な
る
企
業

の
取
組
み
が
最
も
重
要
で
あ
り
、金
融
機

関
に
は
良
質
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
、

異
な
る
業
種
や
離
れ
た
地
域
の
企
業
同

士
の
マッ
チ
ン
グ
な
ど
の
貢
献
が
可
能
だ
。

　

こ
う
し
た
様
々
な
取
組
み
に
対
し
て

Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
し
て
は
、２
０
１
５
年
度
か
ら

開
始
し
た
特
定
投
資
業
務
や
成
長
協

創
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
、こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
ナ

レ
ッ
ジ
の
提
供
な
ど
を
通
じ
て
、広
く
事

業
者
や
他
の
金
融
機
関
、投
資
家
な
ど

と
共
同
し
て Shared G

oals 

の
設
定

と
そ
の
達
成
に
向
け
て
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
注
）「
み
ら
い
投
資
へ
の
提
言
」の
詳
細
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
２
０
１
５
年
12
月
７
日
付
ニュ
ー
ス

リ
リ
ー
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

4.5.

6.

● 新たな技術開発
● 成長市場開拓に向けた
　リスクテイク
● 異業種連携・水平分業

● 関係者間のマッチング
● 良質なリスクマネーの
　提供など

● 法整備や規制緩和、
　 利害関係者の調整、
　 民だけでは負担できない
　 リスク分担

高齢化・人口減少の
進行

未来を見据えた
企業経営

世界で勝ち抜く
企業戦略

民 金融 官

Shared Goalsを達成するうえで官民のバランスは必ずしも一様ではなく、
その目標によって異なる

Shared  Goa ls  （共有目標）

2020年までの
自動車

自動運転の
実用化

課 題

● 実用化に向けた
　研究・技術開発

● 産業、異なる企業同士の
　連携によるイノベーション

● 実用化に向けた法体系の見直し
　（事故時の責任所在など）

● 道路の改善や
　通信インフラの整備など

● 地図情報の整備など（官民にまたがる取組み）

民（産学）による
主体的な取組み

官による
環境整備などの後押し

■ Shared Goalsの例

官と民とのShared Goals
─ 日本政策投資銀行「みらい投資への提言」

東京大学
経済学研究科 教授

藤本 隆宏 氏

　

国
内
外
の
現
場
を
年
間
数
十
回
調
査

す
る
社
会
科
学
者
と
し
て
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
地

道
な
実
証
分
析
に
基
づ
く
長
期
判
断
と
、

い
わ
ば「
産
業
へ
の
最
後
の
貸
し
手
」と
し

て
の
見
識
に
は
日
頃
よ
り
敬
意
を
表
し
て

い
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
存
続
で
き
た
国
内

の
優
良
現
場
も
見
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
認
識
を
前
提
と
し
つ
つ
、今
回
の
貴

行「
み
ら
い
投
資
へ
の
提
言
」に
つ
い
て
い
く

つ
か
私
見
を
述
べ
ま
す
。

　
１
．官
民
のS

hared G
oals

と
い
う

考
え
方
に
つ
い
て
は
そ
こ
に
至
る

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
が
重
要

　

官
民
のShared G

oals

と
い
う
今
回
の

キ
ー
概
念
は
、慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考

え
ま
す
。官
が
ゴ
ー
ル
を
決
め
て
民
が
そ
れ

を
シ
ェ
ア
し
て
従
う
と
い
う
モ
デ
ル
が
低
成

長
期
に
機
能
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
既

に
歴
史
の
示
す
と
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。私
は

そ
う
い
う
発
想
に
は
賛
成
し
ま
せ
ん
。逆

に
、民
間
が
ゴ
ー
ル
設
定
を
主
導
し
て
い
く

場
合
に
は
、民
間
に
圧
倒
的
な
構
想
力
が

あ
り
、か
つ
自
社
の
エ
ゴ
を
捨
て
た
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
が
出
現
す
る
の
で
あ
れ
ば
期
待

で
き
ま
す
が
、今
回
の
調
査
結
果
を
み
る

限
り
、企
業
の
側
に
そ
の
よ
う
な
気
迫
は

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

む
ろ
ん
、結
果
と
し
て
目
標
が
シ
ェ
ア
さ

れ
る
の
が
望
ま
し
い
局
面
は
あ
れ
こ
れ
あ

る
で
し
ょ
う
。た
と
え
ば
、昨
今
流
行
り
の

Ｉｏ
Ｔ
と
かIndustry 4.0

に
お
い
て
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
層（
上
空
）と
現
場
の
Ｆ
Ａ
層（
地

上
）を
つ
な
ぐ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
層（
低

空
）の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
等
高
度
な
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
化
が
必
要
で
あ
り
、そ
の
層
に
お

い
て
、ア
ジ
ア
を
中
心
に
少
な
く
と
も
世
界

の
３
分
の
１
の
市
場
規
模
を
制
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
標
準
を
、世
界
を
巻
き
込
み
つ
つ

日
本
か
ら
仕
掛
け
る
必
要
が
あ
り
そ
う

で
す
。日
本
の
有
力
企
業
群
は
過
去
の
確

執
を
超
え
て
、最
小
限
の
標
準
を
シ
ェ
ア
す

る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
が
、誰
が
主
体

と
な
っ
て
行
う
の
か
。最
後
は「
う
ち
が
私

利
を
捨
て
て
仕
切
る
の
で
つ
い
て
き
て
欲

し
い
」と
い
う
民
間
企
業
の
ビ
ジ
ョ
ン・リ
ー

ダ
ー
の
気
迫
が
不
可
欠
で
し
ょ
う
。

　
２
．設
備
投
資
低
迷
の
要
因
は

企
業
の
内
部
に
あ
る

　

高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に
対
す
る
提

言
で
は
、課
題
先
進
国
、Ａ
Ｉ
、ロ
ボ
ッ
ト
、自

動
運
転
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、人
手
不
足
、女
性

登
用
、サ
ー
ビ
ス
化
、医
療
、介
護
、外
国
人

活
用
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
漏
れ
な
く
並

ん
で
お
り
、異
存
あ
り
ま
せ
ん
。問
題
は
、

結
果
と
し
て
、企
業
の
設
備
投
資
が
予
想

ほ
ど
に
増
え
て
い
な
い
と
い
う
現
状
で
す
。

決
定
的
に
足
り
な
い
の
は
、こ
れ
ら
の
諸
要

素
を
つ
な
い
で
、顧
客
の
人
生
、企
業
の
利

益
、地
域
の
雇
用
を
全
て
豊
か
に
す
る「
三

方
よ
し
」の
ス
ト
ー
リ
ー
だ
と
私
は
考
え
ま

す
。素
材
は
過
不
足
な
く
並
ん
で
い
ま
す

が
、お
い
し
い
料
理
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、企

業
の
投
資
意
欲
に
つ
な
が
ら
ず
、利
益
は
回

復
し
て
も
、手
元
資
金
の
積
み
増
し
に
回
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。円
高

や
国
際
賃
金
差
な
ど
、問
題
が
山
積
し
て
い

た
数
年
前
に
、大
企
業
の
投
資
意
欲
が
減

退
し
て
い
た
の
は
仕
方
が
な
い
と
し
て
も
、

現
在
も
依
然
と
し
て
大
企
業
の
投
資
意
欲

が
不
振
だ
と
す
れ
ば
、も
は
や
外
的
要
因

よ
り
は
、企
業
の
構
想
力
不
足
と
い
う
内

的
要
因
を
疑
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

む
ろ
ん
私
は
、明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
や
シ
ナ

リ
オ
、実
行
戦
略
を
も
つ
優
秀
な
日
本
企

業
も
、規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
見
て
い
ま
す
。し
か
し
、日
本

企
業
の
多
く
が
、結
果
と
し
て
、勝
て
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
集
中
投
資
に
動
い
て
い

な
い
状
況
を
見
る
と
、や
は
り
、日
本
企

業
、特
に
大
企
業
の
社
内
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
不
足
と
い
う
可
能
性
を
考
え
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
介
し
た
も
の

づ
く
り
の
現
場
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
融
合（
Ｉｏ
Ｔ
、

Industry 4.0

な
ど
）に
し
て
も
、Ａ
Ｉ
や

「 みらい 投 資 へ の 提 言 」へ の 感 想
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現
場
と
も
信
頼
関
係
で
つ
な
が
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
Ａ
Ｉ
を
含
む
新
技
術
や
新
ビ
ジ
ネ
ス
が

持
つ
可
能
性
を
本
質
論
で
評
価
で
き
る
有

能
な「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」型
人
材
で
す
。実

際
に
、本
社
に
そ
う
し
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

型
の
社
内
イ
ノ
ベ
ー
タ
人
材
が
豊
富
に
存

在
す
る
一
方
、現
場
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
型
の

リ
ー
ダ
ー
と
多
能
的
人
材
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
存
在
し
、本
社
と
現
場
と
が
強
い
信
頼

関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る
企
業
で
は
、リ
ス
ク

テ
イ
ク
の
不
足
や「
み
ら
い
投
資
」の
停
滞

は
起
こ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

有
力
な
人
材
を
確
保
す
る
に
は
、有
能

な
外
国
人
人
材
、海
外
で
勝
負
し
て
き
た

異
質
人
材
の
抜
擢
、有
力
な
若
手
・
女
性

等
の
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
的
な
昇
進
な
ど
を

通
じ
て
、意
思
決
定
ボ
ー
ド
の
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
を
高
め
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、大
学
の
果
た
す
役
割

も
変
わ
っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
東
京
大
学
で
も
、学
部
レ
ベ
ル

の「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｇ
Ｌ
Ｐ
）」や
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程

の「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
・
社
内
イ
ノ
ベ
ー
タ

コ
ー
ス
」新
設
な
ど
、企
業
の
人
材
需
要
に

こ
た
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
出
て
き
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、企
業
の
側
が
従
来
ど
お
り
の

人
事
政
策
を
続
け
る
の
で
あ
れ
ば
、状
況

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。グ
ロ
ー
バ
ル
能
力
構
築

競
争
の
時
代
に
、日
本
企
業
に
必
要
な
の

は
、意
思
決
定
ボ
ー
ド
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

確
保
、本
社
と
現
場
の
相
互
信
頼
、機
動

的
な
部
門
横
断
組
織
、長
期
視
点
の
戦
略

構
築
能
力
、フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
の
人
事
制

度
、あ
る
い
は
厳
し
い
業
績
管
理
と
フ
ィ
ロ

ソ
フ
ィ
ー
教
育
の
両
立
で
あ
る
こ
と
は
、経

営
学
界
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。企
業
自
体
の
能
力
の
強
化
が
進
ま

な
い
限
り
、政
府
と
の「
目
標
共
有
」も
、人

材
育
成
の
産
学
連
携
も
、目
覚
ま
し
い
成

果
は
生
ま
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
４
．世
界
で
戦
う
企
業
戦
略
の
カ
ギ
は

や
は
り
人
材

　

多
国
籍
企
業
と
し
て
の
日
本
企
業
が
、

市
場
立
地
と
比
較
優
位
立
地
と
い
う
二

大
立
地
原
則
を
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
、グ

ロ
ー
バ
ル
に
長
期
全
体
最
適
の
経
営
を
目

指
す
の
は
当
然
の
方
向
性
で
あ
り
、本
提

言
の
主
張
も
妥
当
と
思
わ
れ
ま
す
。た
と

え
ば「
地
産
地
消
」と
い
う
方
針
を
組
立

工
場
立
地
や
部
品
工
場
立
地
に
適
用
す
る

こ
と
に
は
一
定
の
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、こ

れ
を
極
端
に
進
め
る
こ
と
は
貿
易
の
否
定

で
あ
り
、合
理
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

　

要
す
る
に
、一
方
で
は
、多
能
工
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
基
本
と
す
る
日
本
の
現
場
の

強
み
を
生
か
し
て
、マ
ザ
ー
工
場
機
能
と
、

「
擦
り
合
わ
せ
型
」ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
高

機
能
製
品
の
量
産
機
能
を
国
内
に
維
持
す

る
こ
と
。他
方
で
は
、米
国
の「
モ
ジ
ュ
ラ
ー

型
」製
品
の
ク
ラ
ス
タ
ー
な
り
エ
コ
シ
ス
テ
ム

な
り
の
中
核
部
分
に
積
極
的
に
入
り
込
む

体
制
と
人
材
を
準
備
す
る
こ
と
。こ
の
２
つ

が
同
時
に
必
要
だ
と
い
う
本
提
言
の
趣
旨

に
は
賛
成
で
す
。１
９
８
０
～
９
０
年
代
の

よ
う
に
、日
本
企
業
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
拠

点
の
多
く
が
周
辺
の「
観
客
席
」に
留
ま

り
、中
心
に
踏
み
こ
ん
で
い
っ
た
台
湾
勢
や

イ
ン
ド
勢
に
後
れ
を
と
っ
た
、と
い
っ
た
歴

史
を
繰
り
返
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。こ
こ
で

も
カ
ギ
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
勝
負
で
き
る
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
型
の
社
内
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材

で
し
ょ
う
。

　

Ｉｏ
Ｔ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
利
用
に
関
し
て

は
、本
調
査
を
見
る
限
り
、企
業
は
ま
だ
本

質
論
的
な
理
解
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う

印
象
で
、コ
メ
ン
ト
が
で
き
る
段
階
で
は
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

５
．ま
ず
は
企
業
の
考
え
方
が

能
力
構
築
重
視
に
変
わ
る
こ
と
が
重
要

　

規
制
緩
和
、国
際
標
準
化
、リ
ス
ク
マ

ネ
ー
供
給
、共
同
研
究
開
発
な
ど
に
お
け

る
政
府
や
金
融
機
関
の
役
割
が
重
要
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。し

か
し
、「
み
ら
い
投
資
」の
促
進
の
主
体
は

あ
く
ま
で
も
、戦
略
構
想
力
を
強
め
、社

内
イ
ノ
ベ
ー
タ
を
育
て
、リ
ス
ク
テ
イ
ク
の

覚
悟
と
投
資
意
欲
を
持
っ
た
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
企
業
で
す
。

　

政
府
や
金
融
機
関
が
、彼
ら
フ
ロ
ン
ト
ラ

ン
ナ
ー
企
業
の
事
業
構
想
を
理
解
し
、そ

の
実
現
に
向
け
て
必
要
な
支
援
を
行
い
、

競
争
と
協
調
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
く
こ

と
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
能
力
構
築
競
争
の
時
代

に
お
い
て
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
す
。し

か
し
、あ
く
ま
で
も
先
行
す
べ
き
は
、企
業

自
体
が
、社
内
イ
ノ
ベ
ー
タ
を
育
て
、意
思

決
定
ボ
ー
ド
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
高
め
る

な
ど
、自
ら
変
わ
る
こ
と
で
す
。過
去
20
余

年
、「
ポ
ス
ト
冷
戦
期
」の
逆
境
の
中
で
も
、

生
き
残
っ
た
日
本
の
国
際
競
争
産
業
の
国

内
現
場
で
は
、国
際
競
争
力
が
大
幅
に
強

化
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
企
業
は
、ガ

バ
ナ
ン
ス
構
造
の
改
革
な
ど
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、能
力

構
築
で
は
ま
だ
ま
だ
や
る
こ
と
が
多
い
と

思
わ
れ
ま
す
。多
く
の
日
本
企
業
の
考
え

方
が
能
力
構
築
重
視
に
変
わ
る
こ
と
で
、

将
来
世
代
の
た
め
に
有
益
な「
み
ら
い
投

資
」は
増
加
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
私

は
考
え
ま
す
。

自
動
運
転
に
し
て
も
、日
本
企
業
が
設
備

投
資
を
一
気
に
増
や
し
て
勝
負
に
出
る
に

値
す
る「
勝
て
る
ス
ト
ー
リ
ー
」は
ま
だ
あ

ま
り
出
て
き
て
い
ま
せ
ん
。漠
然
と
し
た
イ

メ
ー
ジ
や
危
機
感
の
み
に
引
っ
張
ら
れ
て
中

途
半
端
な
投
資
を
し
て
も
、う
ま
く
い
く

と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　

国
民
経
済
の
成
長
に
と
っ
て
必
要
な
の

は
、①
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、②
設
備
投
資
、③

生
産
性
向
上
で
す
。多
く
の
企
業
に
必
要

な
の
は
、こ
れ
ら
の
断
片
的
な
諸
要
素
を
動

態
的
に
結
び
つ
け
、投
資
意
欲
の
わ
く
魅

力
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
る
構
想
力
で
あ

り
想
像
力
で
す
。こ
れ
ら
は
単
に
三
題
噺

と
し
て
連
結
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
日
本
の
国

内
現
場
が
存
続
の
た
め
に
し
ぶ
と
く
行
っ

て
き
た「
草
の
根
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」は
、設

備
投
資
な
し
で
も
生
産
ラ
イ
ン
の
物
的
生

産
性
を
２
年
で
３
倍
、５
年
で
５
倍
、10
年

で
８
倍
に
す
る
威
力
を
も
ち
、そ
れ
に
よ
っ

て
国
内
で
生
き
残
っ
た
貿
易
財
の
現
場
が

多
数
存
在
し
ま
す
。「
①
大
規
模
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
→
②
大
規
模
設
備
投
資
→
③
生
産

性
大
幅
向
上
」と
い
う
単
線
的
な
シ
ナ
リ

オ
の
み
を
想
定
す
る
投
資
戦
略
や
成
長
戦

略
は
、過
去
二
十
数
年
の
現
場
の
実
態
や
動

態
を
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
な
い
机
上
論
的
な
印

象
が
あ
り
ま
す
。た
と
え
ば
、ロ
ボ
ッ
ト
や

Ａ
Ｉ
や
自
動
化
投
資
の
み
が
生
産
性
向
上

の
決
め
手
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
存
在
し

ま
す
が
、こ
れ
は
、さ
し
た
る
自
動
化
投
資

を
す
る
こ
と
な
く
生
産
性
を
数
倍
に
し
た

国
内
工
場
が
過
去
に
多
数
存
在
し
た
と
い

う
現
場
の
実
態
を
見
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
企
業
の
開
発
や
生
産
の
現
場

に
行
っ
て
話
を
聞
い
て
み
る
と
、現
場
に
お

け
る
能
力
構
築
や
生
産
性
向
上
は
も
っ
と

創
発
的
か
つ
複
線
的
で
あ
り
、そ
こ
に
は

投
資
に
値
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
が
多
く
潜
在

し
て
い
ま
す
。と
り
わ
け
、能
力
構
築
や

生
産
性
向
上
を
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た
、

１
９
９
０
～
２
０
１
０
年
代
に
お
け
る
貿

易
競
争
財
の
国
内
優
良
現
場
の
中
に
は
、

自
ら
の
存
続
を
か
け
た
製
品
革
新
、工
程

革
新
、現
場
の
能
力
構
築
、生
産
性
の
数
倍

単
位
の
向
上
な
ど
を
主
体
的
に
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す
。

　

こ
う
し
た「
闘
う
国
内
現
場
」の
実
情
、

実
力
、潜
在
力
を
長
期
視
点
で
し
っ
か
り

把
握
し
、そ
う
し
た
優
良
現
場
と
の
相
互

信
頼
関
係
を
構
築
し
て
き
た
企
業
は
、大

企
業
で
あ
れ
中
小
中
堅
企
業
で
あ
れ
、明

確
な
設
備
投
資
・Ｒ
＆
Ｄ
投
資
・Ｍ
＆
Ａ
の

方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。要
す
る
に
、企
業
を
取
り
巻
く
環

境
が
改
善
し
つ
つ
あ
る
、「
ポ
ス
ト
冷
戦
期
」

の
終
わ
り
の
現
代
に
お
い
て
、日
本
企
業
の

「
み
ら
い
投
資
」が
依
然
と
し
て
不
振
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、そ
の
主
因
は
当
該

企
業
の
外
部
で
は
な
く
内
部
に
あ
る
と
考

え
る
の
が
自
然
で
し
ょ
う
。

３
．企
業
は
社
内
イ
ノ
ベ
ー
タ
の
育
成
を

　

企
業
経
営
に
関
す
る
本
提
言
の
分
析

も
、私
は
良
く
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。日
本
企
業
の
設
備
投
資
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
を
下
回
る
状
況
が
、ポ
ス
ト
冷
戦

期
、す
な
わ
ち
グ
ロ
ー
バ
ル
価
格
競
争
期
に

続
い
た
わ
け
で
す
。そ
こ
に
は
、日
本
企
業

の
設
備
投
資
意
欲
を
そ
ぐ
複
合
的
な
理

由
、た
と
え
ば
新
興
国
と
の
間
の
大
き
な

国
際
賃
金
差
、円
高
進
行
、金
融
危
機
、少

子
高
齢
化
、デ
ジ
タ
ル
情
報
革
命
に
よ
る
日

本
の
設
計
拠
点
の
比
較
優
位
の
喪
失
、原

料
・
燃
料
の
国
際
価
格
高
騰
な
ど
が
確
か

に
存
在
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、２
０
１
０
年
代
半
ば
の
現
在
、

こ
れ
ら
の
う
ち
の
幾
つ
か
は
、投
資
意
欲
を

後
押
し
す
る
方
向
に
好
転
し
て
き
て
い
ま

す
。そ
う
だ
と
す
れ
ば
、日
本
の
大
企
業
の

多
く
が
依
然
と
し
て「
リ
ス
ク
テ
イ
ク
に
過

度
に
消
極
的
に
な
っ
て
い
る
」と
い
う
こ
と
の

最
も
根
本
的
な
理
由
は
、そ
の
企
業
自
身

の
中
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。具
体
的

に
は
、「
社
内
イ
ノ
ベ
ー
タ
」の
不
足
で
す
。

　

社
内
イ
ノ
ベ
ー
タ（intrapreneur

）と

は
、大
企
業
の
社
員
で
あ
り
な
が
ら
社
内

と
社
外
の
経
営
資
源
を
動
員
し
、つ
な
ぎ
、

会
社
の
中
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し

て
い
く
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
型
の
社
内
人
材
で

す
。社
内
の
経
営
資
源
の
中
に
は
、大
企
業

が
社
内
に
退
蔵
す
る
内
部
留
保
も
含
ま

れ
ま
す
。社
内
イ
ノ
ベ
ー
タ
に
は
、既
存
企

業
の
外
で
事
業
を
起
こ
す
ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営

者（
企
業
家
：entrepreneur

）と
は
や

や
異
な
る
資
質
を
要
求
さ
れ
ま
す
。た
と

え
ば
、社
内
の
事
業
や
技
術
や
現
場
に
対

す
る
社
会
的
な
洞
察
も
、一
社
員
と
し
て

の
社
内
力
学
の
理
解
や
上
司
同
僚
の
信
頼

獲
得
力
も
、経
理
財
務
の
実
践
知
識
も
、グ

ロ
ー
バ
ル
に
存
在
す
る
社
外
資
源
と
の
強

力
な
パ
イ
プ
も
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、

そ
れ
に
相
応
し
い
訓
練
教
育
が（
オ
ン
ザ

ジ
ョ
ブ
で
あ
れ
正
規
教
育
で
あ
れ
）必
要
と

さ
れ
ま
す
。

　

人
事
・
人
材
育
成
体
制
が
欠
如
し
、結

果
と
し
て
社
内
イ
ノ
ベ
ー
タ
人
材
が
不
足

し
て
い
る
タ
イ
プ
の
日
本
企
業
の
場
合
、今

後
も
手
元
資
金
を
積
み
増
し
続
け
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

逆
に
言
え
ば
、グ
ロ
ー
バ
ル
能
力
構
築
競

争
の
時
代
に
、多
く
の
日
本
企
業
が
必
要

と
し
て
い
る
の
は
、世
界
中
の
産
官
学
界
の

有
力
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
つ
な
が
る
と
同
時
に
、付
加
価
値
創
造
の



—

み
ち
の
り
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
目
指
す

も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
、生
産
年
齢
人
口
が
減
り
、働
く
人
が

不
足
す
る
一
方
で
、サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
の
高

齢
者
人
口
は
増
え
て
い
く
。そ
の
中
で
、交
通・観

光
産
業
の
担
い
手
と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
事
業

体
で
あ
る
こ
と
が
目
標
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

こ
の
業
界
が
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の
働
き
手
が
希
望
と
誇

り
を
持
っ
て
仕
事
に
取
組
み
、豊
か
な
人
生
を
送

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。そ
う
で

な
け
れ
ば
、私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
も
、各
地
域
の

サ
ー
ビ
ス
産
業
と
の
間
で
行
わ
れ
る
人
材
獲
得

競
争
の
中
で
一
定
の
結
果
を
残
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
し
、ま
た
業
界
内
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

と
い
う
意
味
で
も
、一
定
の
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、単
に
経
営
者
が
社
員
に「
夢
と
希

望
と
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
い
」と

言
っ
て
も
、そ
う
な
る
訳
で
は
な
く
２
つ
の
条
件

が
必
要
で
す
。１
つ
は
、仕
事
を
通
じ
た
社
会
貢

献
の
実
感
で
す
。例
え
ば
路
線
バ
ス
の
運
転
士
で

あ
れ
ば
、長
年
、地
域
の
学
生
を
安
全
に
運
び
続

け
る
と
い
う
使
命
が
あ
る
。社
会
に
は
ば
た
く

若
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
感

じ
取
れ
る
よ
う
に
す
れ
ば
、自
分
の
職
業
に
対
す

る
誇
り
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。

　

も
う
１
つ
は
、働
く
以
上
は
生
活
の
糧
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、労
働
分
配
を
納
得
感
あ
る

も
の
、将
来
に
希
望
が
持
て
る
も
の
に
し
て
い
く

こ
と
で
す
。

—

グ
ル
ー
プ
経
営
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

基
本
は
地
域
を
ま
た
ぐ
広
域
連
携
で
す
。そ

の
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
あ
っ
て
、１
つ
は
縦
串
と
横
串

に
よ
る
経
営
で
す
。縦
串
と
は
、み
ち
の
り
Ｈ
Ｄ

か
ら
傘
下
の
６
社
そ
れ
ぞ
れ
に
送
ら
れ
る
経
営

者（
縦
串
担
当
）の
こ
と
で
、そ
の
人
間
が
各
社

の
プ
ロ
パ
ー
社
員
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
縦

の
経
営
を
行
い
ま
す
。た
だ
、そ
れ
だ
け
で
は
グ

ル
ー
プ
間
の
横
の
連
携
を
取
る
こ
と
は
出
来
な
い

の
で
、み
ち
の
り
Ｈ
Ｄ
の
中
に
、一
般
乗
合
バ
ス
の

活
性
化
や
、安
全
管
理
、車
両
整
備
、広
報
な
ど

特
定
の
テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
間
の
横
の
連
携

を
職
責
と
す
る
人
間（
横
串
担
当
）を
置
く
。こ

う
し
て
縦
横
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
基
づ
く
グ
ル
ー

プ
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
、グ
ル
ー
プ
間
で
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
の
共
有
で
す
。グ
ル
ー
プ
各
社
は
そ
れ
ぞ

れ
経
営
改
善
の
た
め
の
不
断
の
努
力
を
続
け
て

い
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
成
果（
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
）を
他
社
も
取
り
入
れ
て
実
践
す
る
。例

え
ば
、岩
手
県
北
バ
ス
が
作
成
し
た
路
線
バ
ス
の

旅
企
画
の
成
功
事
例
を
福
島
交
通
に
伝
え
る
と

いっ
た
具
合
で
す
。こ
う
し
た
こ
と
を
続
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、単
独
で
経
営
し
て
い
る
場
合
よ
り
か
な

り
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
経
営
改
善
が
進
む
の
で
す
。

—

グ
ル
ー
プ
の
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る「
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最
適
化
」に
つ
い
て
の
具

体
的
な
取
組
み
事
例
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最
適
化
に
向
け

て
は
、生
活
に
必
要
な
路
線
バ
ス
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
、３
つ
の「
混
乗
」の
取
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、従
来
の
よ
う
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、高
齢
者

福
祉
バ
ス
、病
院
通
院
用
バ
ス
、一
般
路
線
バ
ス
な

ど
が
個
別
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
生
産
性
が

低
い
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
を
混
乗
さ
せ
る

取
組
み
で
す
。例
え
ば
茨
城
県
常
陸
太
田
市
で

今
、地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
作
成
中
で

す
が
、当
社
グ
ル
ー
プ
も
参
画
し
、そ
の
中
で
は

こ
の
混
乗
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
活
か
し
た
計
画
作
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

２
つ
め
の
混
乗
が
、観
光
客
を
生
活
路
線
バ
ス

に
乗
せ
る
こ
と
で
す
。近
年
、地
域
の
魅
力
を
ミ

ク
ロ
な
部
分
で
見
直
す
動
き
が
強
く
な
る
中
で
、

地
域
の
交
通
・
観
光
事
業
を
担
う

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
事
業
体
へ

事
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る

数
々
の
取
組
み

交通事業会社への
経営支援を通じて
地方経済の発展に
貢献する

　株式会社みちのりホールディングスは、広域における交通事業持
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観
光
客
に
も
路
線
バ
ス
に
乗
っ
て
も
ら
う
と
い
う

動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。例
え
ば
関
東
自
動

車
で
は
、宇
都
宮
市
を
代
表
す
る
観
光
資
源
で

あ
る
大
谷
石
採
掘
場
跡
の
あ
る
大
谷
地
区
と
宇

都
宮
駅
を
結
ぶ
路
線
バ
ス
一
日
乗
車
券
と
、「
大

谷
資
料
館
」「
大
谷
観
音
」の
入
場
券
・
拝
観
券

と
を
セ
ッ
ト
に
し
て
割
引
を
行
い
、乗
車
券
を
提

示
す
る
こ
と
で
路
線
沿
線
の
店
で
特
典
が
受
け

ら
れ
る「
大
谷
観
光
一
日
乗
車
券
」を
販
売
し
、

ヒ
ッ
ト
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
取
組
み
は
路
線

の
採
算
を
向
上
さ
せ
る
ほ
か
、赤
字
路
線
が
黒

字
化
す
れ
ば
生
活
路
線
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
も
の

に
な
る
の
で
、今
、グ
ル
ー
プ
の
バ
ス
５
社
全
て
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

３
つ
め
の
混
乗
が「
貨
客
混
載
」で
す
。岩
手

県
北
バ
ス
が
ヤ
マ
ト
運
輸
と
組
ん
で
、２
０
１
５
年

６
月
か
ら
乗
客
と
宅
急
便
を
混
載
す
る「
ヒ
ト

も
の
バ
ス（
写
真
）」を
、盛
岡
市
と
宮
古
市
を
結

ぶ
都
市
間
路
線
お
よ
び
、宮
古
市
内
か
ら
同
市

重
茂（
お
も
え
）半
島
を
結
ぶ
一
般
路
線
で
走
ら

せ
て
い
ま
す
。両
社
と
も
運
転
士
不
足
の
中
、生

産
性
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
路
線
と
物
流
の
持

続
性
を
確
保
で
き
ま
せ
ん
。私
た
ち
に
と
っ
て
も

盛
岡
・
宮
古
線
は
大
切
な
路
線
で
１
日
17
往
復

し
て
い
ま
す
が
、昼
間
の
便
は
乗
客
が
少
な
い
の

で
、そ
の
昼
間
の
便
に
貨
客
混
載
を
導
入
す
る
こ

と
で
ダ
イ
ヤ
は
減
ら
さ
ず
に
済
み
、お
客
さ
ま
の

利
便
性
も
保
た
れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

—

も
う
１
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る「
地
域
の

観
光
産
業
へ
の
参
画
と
貢
献
」に
つ
い
て
は
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

前
述
し
た「
路
線
バ
ス
の
旅
」と
い
う
概
念
で

交
流
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
、

私
た
ち
と
地
域
の
観
光
産
業
と
の
関
係
も
深
ま

る
の
で
す
が
、そ
れ
に
加
え
て
着
地
型
観
光（
注
）

の
商
品
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

バ
ス
会
社
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
相
応
の
規

模
の
旅
行
代
理
店
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
う

し
た
一
定
の
規
模
を
持
つ
旅
行
代
理
店
が
当
社

グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
後
、着
地
型
観
光
に
力
を

入
れ
る
こ
と
で
、地
域
の
交
流
人
口
も
増
え
、私

た
ち
の
バ
ス
の
乗
客
数
も
増
え
て
い
く
の
で
す
。

実
際
、２
０
１
５
年
は
岩
手
県
北
バ
ス
で
、タ
イ
、

台
湾
か
ら
合
計
７
～
８
０
０
名
の
旅
行
者
を
東

北
に
誘
客
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
し
、こ
の

事
例
を
活
か
す
べ
く
、み
ち
の
り
Ｈ
Ｄ
が
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
担
当
の
責
任
者
を
採
用
し
て
６
社
全
体

で
成
功
事
例
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

今
の
一
押
し
が
、盛
岡
か
ら
札
幌
ま
で
の
往
復
を

バ
ス
と
フ
ェ
リ
ー
で
乗
り
継
ぐ
北
東
北
・
北
海
道

周
遊
セ
ッ
ト
券「
俺
の
旅
、北
の
ま
ち
」で
す
。

—

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

　
「
次
は
ど
の
会
社
で
す
か
？
」と
よ
く
聞
か
れ

る
の
で
す
が（
笑
）、私
た
ち
は
狙
い
を
定
め
て
支

援
し
て
い
く
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
う
い
う
活

動
を
続
け
て
い
る
と
時
折
ご
相
談
を
頂
く
と
い

う
こ
と
で
、今
後
に
つ
い
て
も
基
本
的
に
受
け
身

で
考
え
て
い
ま
す
。た
だ
、も
し
ご
相
談
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
応
じ
た
い
し
、そ
の
結
果
と
し
て
東

日
本
エ
リ
ア
で
よ
り
大
き
な
事
業
展
開
を
実
現

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

—

社
員
の
皆
さ
ん
の
士
気
、元
気
度
は
上
が
っ

て
い
ま
す
か
。

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
頂
く
と
必
ず
新

し
い
人
事
評
価
制
度
を
適
用
し
ま
す
し
、そ
の

評
価
を
通
じ
て
動
機
づ
け
も
機
能
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。ま
た
、実
際
に
生
産
性
、収
益
性
が

向
上
し
た
結
果
と
し
て
労
働
分
配
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
し
、社
会
的
役
割
も
高
め
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
の
で
、そ
う
し
た
こ
と
の
結
果
と
し
て

社
員
の
や
る
気
も
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。バ
ス
の
運
行
時
や
各
地
域
の
営
業
所

で
社
員
が
活
き
活
き
と
働
い
て
い
る
姿
を
見
る

の
が
、私
に
と
っ
て
の
一
番
の
原
動
力
。そ
し
て
、

今
は
も
う
こ
の
仕
事
が
自
分
の
天
職
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

（
注
）着
地
型
観
光 : 

旅
行
者
を
受
け
入
れ
る
側
の
地
域（
着
地
）側
が
、

そ
の
地
域
で
お
す
す
め
の
観
光
資
源
を
基
に
し
た
旅
行
商
品
や
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
企
画
・
運
営
す
る
形
態
。出
発
地
の
旅
行
会
社
が
企
画
す
る「
発
地

型
観
光
」と
比
べ
、地
域
振
興
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

社
員
の
活
き
活
き
と
働
く
姿
が

一
番
の
原
動
力

岩手県北自動車の貨客混載バス（ヒトものバス）
には、車両後方の座席を10席分減らして荷台ス
ペースを確保した開発車両が導入されている。
2015年度グッドデザイン賞を受賞した。

勝
松
島
湾
に
浮
か
ぶ
浦
戸
諸
島
。桂
島（
か
つ

ら
し
ま
）、寒
風
沢
島（
さ
ぶ
さ
わ
じ
ま
）、野
々

島（
の
の
し
ま
）、朴
島（
ほ
お
じ
ま
）の
有
人
４
島
と
多

く
の
無
人
島
か
ら
な
っ
て
い
る
。江
戸
時
代
に
は
日
本

初
の
西
洋
式
軍
艦「
開
成
丸
」の
建
造
が
行
わ
れ
、戊
辰

戦
争
時
は
榎
本
武
揚
や
土
方
歳
三
が
寄
港
し
て
い
る
な

ど
、歴
史
と
の
関
わ
り
も
深
い
。

　

今
回
、復
興
の
仕
事
の
関
係
で
浦
戸
諸
島
と
関
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、島
の
現
状
に
つ
い
て
触
れ

て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

島
を
除
く
３
島
の
主
な
生
業
は
、牡
蠣
と
海
苔

の
養
殖
が
中
心
で
あ
る
。実
は
、松
島
湾
は
種

牡
蠣
の
全
国
出
荷
シ
ェ
ア
の
75
％
を
占
め
て
お
り
、牡
蠣

の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
。か
つ
て
は
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ

に
も
出
荷
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。海
苔
も
皇
室
御
用
達

の
誉
れ
高
い
上
等
品
が
産
出
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、朴
島

や
野
々
島
で
は
仙
台
白
菜
の
種
を
収
穫
す
る
た
め
に
菜

の
花
を
栽
培
し
て
い
る
が
、島
と
い
う
閉
鎖
環
境
の
た

め
、交
雑
劣
化
す
る
こ
と
な
く
種
を
作
り
続
け
て
い
る
。

白
菜
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ
る
の
だ
。

０
１
１
年
３
月
11
日
、こ
の
浦
戸
諸
島
を
津
波

が
襲
っ
た
。幸
い
島
民
に
死
傷
者
は
出
な
か
っ
た

が
、全
島
の
住
居
は
半
分
が
津
波
に
流
さ
れ
、宝
の
海
で

あ
る
松
島
湾
も
が
れ
き
に
溢
れ
て
し
ま
っ
た
。種
牡
蠣

の
出
荷
は
震
災
前
の
１
割
程
度
ま
で
落
ち
込
み
、日
本

全
国
の
牡
蠣
養
殖
業
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
後
、よ
う
や
く
島
は
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
て
き
た
。震
災
前
と
比
較
し
て
35
％

も
人
口
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
が
※
、復
興
住
宅
も
整
備
さ

れ
、入
居
も
始
ま
っ
た
。生
業
で
あ
る
牡
蠣
や
海
苔
の
出

荷
量
も
震
災
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
き
た
。

浦
戸
諸
島
は
新
し
い
挑
戦
を
始
め
て
い
る
。災

害
復
旧
や
復
興
で
島
の
外
か
ら
来
た
人
々
が
、

島
の
魅
力
を
資
源
に
体
験
型
農
業
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
企
画
す
る
な
ど
、島
の
人
た
ち
と
の
交
流
の
輪

を
広
げ
て
い
る
。ま
た
、桂
島
に
一
ヵ
所
だ
け
残
っ
た
牡

蠣
処
理
場
を
他
の
島
の
生
産
者
が
共
同
で
使
う
よ
う
に

な
る
な
ど
、そ
れ
ま
で
４
島
は
互
い
に
独
立
し
て
い
て

何
を
す
る
に
も
バ
ラ
バ
ラ
と
い
う
状
況
だ
っ
た
が
、復

興
を
き
っ
か
け
に
４
島
の
人
々
が
交
流
し
あ
う
よ
う
に

な
っ
た
。戸

諸
島
は
ぶ
ら
り
と
訪
れ
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
か
も
し
れ
な
い
。島
に
渡
る
市
営
汽
船
の

本
数
も
少
な
い
た
め
、日
帰
り
旅
行
に
も
制
約
が
あ
る
。

島
で
気
軽
に
食
事
を
す
る
と
こ
ろ
も
な
い
。イ
ベ
ン
ト

開
催
時
で
な
い
と
ま
だ
ま
だ
島
の
側
も
受
け
入
れ
る
準

備
が
で
き
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。こ
う
し
た
場

所
に「
よ
そ
者
」が
行
く
た
め
に
は
、あ
る
種
の「
繋
が
り
」

や「
き
っ
か
け
」が
必
要
で
あ
る
。新
し
い
試
み
は
確
実
に

そ
う
し
た
機
会
を
作
り
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

今
年
２
月
に
は
塩
釜
駅
前
商
店
街
に「
浦
戸
ア
イ
ラ

ン
ズ・コ
ー
ト
」と
い
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
兼
コ・ワ
ー

キ
ン
グ
・ス
ペ
ー
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。シ
ャ
ッ
タ
ー
商

店
街
対
策
の
一
環
と
し
て
地
元
洋
品
店
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
も
の
だ
が
、浦
戸
諸
島
の
物
産
を
展
示・販

売
す
る
だ
け
で
な
く
、キ
ッ
チ
ン
ス
ペ
ー
ス
、イ
ベ
ン
ト

会
場
、支
援
団
体
の
共
同
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

々
と
の
繋
が
り
を
介
し
て
小
さ
な
交
流
か
ら
始

め
て
い
き
、や
が
て
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
可

能
な
島
に
し
て
い
く
。失
っ
た
か
ら
こ
そ
連
携
し
、連
携

す
る
こ
と
で
新
し
い
活
動
が
生
ま
れ
る
。こ
こ
塩
竈
浦

戸
諸
島
で
も「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ・イ
ン
パ
ク
ト
」と
呼
ば
れ

る
協
働
の
効
果
が
現
れ
て
い
る
。地
方
創
生
の
ヒ
ン
ト

は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

※
平
成
27
年
４
月
末
時
点
で
４
島
の
総
人
口
は
３
８
４
人

浦戸アイランズ・コート

浦戸諸島

浦戸諸島
桂島

寒風沢島
野々島

朴島
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